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12月15日号

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

95
（−27）

38
（−6）

27
（±0）

4
（±0）

164
（−33）

交通事故死者数（人）

10月31日現在 12月13日現在

2,261
（−270）

2,664
（−340）

全国の死亡
事故件数

2,212
（−254）

令和２年10月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,155 95.4%

一　般 ― 96.3%
宅配便（千個） 367,354 105.8%

輸送統計
令和２年９月分
▶国土交通省調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

12/15〜R3.1/14  5749
1/15〜2/14  6043
　　　

２・3
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

8 ・年末年始・輸送繁忙期の
　　　事故防止対策の徹底を

4・5
�＜年表＞令和2年
トラック この１年（回顧）

・�全日本トラック協会の主な活動
・�運輸関係行政等の主な動向

6・7

・トラック運送業に係る
「標準的な運賃」の

届出に向けて
第３回（最終回）
「標準的な運賃」の

さらなる浸透へ

廃
止
（
案
）
︱
︱
に
つ
い
て

審
議
し
︑
原
案
通
り
承
認
し

た
︒
３
年
度
事
業
計
画
骨
子

は
︑
最
重
点
施
策
７
項
目
︑

重
点
施
策
５
項
目
と
な
っ
て

い
る
︒

　

世
界
的
に
感
染
が
拡
大

し
︑
日
本
経
済
に
も
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
３
年

度
事
業
計
画
骨
子
（
案
）︑

②
２
年
度
優
秀
運
転
者
顕
章

し
て
は
︑
同
感
染
症
が
収
束

し
︑
日
本
経
済
が
正
常
に
回

復
す
る
ま
で
の
間
︑
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
事
業
と
し
て
国
民

生
活
と
産
業
活
動
を
支
え
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
事
業

維
持
・
継
続
を
図
る
た
め
︑

同
感
染
症
対
策
等
の
推
進
を

最
重
点
施
策
の
１
番
目
の
項

目
と
し
て
掲
げ
た
︒
全
ト
協

候
補
者
（
案
）︑
③
３
年
度

主
要
会
議
・
行
事
開
催
日
程

（
案
）︑
④
宮
崎
ト
ラ
ッ
ク
ス

で
は
︑
政
府
や
関
係
省
庁
等

に
対
す
る
各
種
支
援
措
置
の

継
続
に
向
け
た
働
き
か
け
を

一
層
強
化
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
運
送
事
業
者
が
健

全
に
事
業
を
継
続
し
て
い
く

た
め
の
適
正
な
運
賃
・
料
金

を
収
受
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
︑
改
正
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
の
周
知
徹
底

及
び
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
の

浸
透
等
の
取
り
組
み
強
化

も
︑
最
重
点
施
策
に
掲
げ
て

い
る
︒
全
ト
協
で
は
引
き
続

き
︑
国
交
省
な
ど
と
連
携
し

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
の
売
却

（
案
）︑
⑤
鹿
児
島
Ｔ
Ｓ
の

な
が
ら
︑
施
行
さ
れ
て
い
る

改
正
事
項
に
つ
い
て
︑
荷
主

や
運
送
事
業
者
等
へ
の
普
及

啓
発
を
強
化
し
て
い
く
︒

　

な
お
︑
審
議
事
項
終
了
後

に
は
︑
標
準
的
な
運
賃
の
収

受
に
係
る
周
知
対
策
に
つ
い
て

（
荷
主
対
策
の
深
度
化
︑
規

制
の
適
正
化
）
報
告
を
行
う

︵
関
連
６
・
７
面
︶
と
と
も

に
︑
国
交
省
自
動
車
局
の
伊

地
知
英
己
貨
物
課
長
が
﹁
改

正
事
業
法
の
施
行
１
年
に
お

い
て
﹂
と
題
し
︑
こ
れ
ま
で

の
国
交
省
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
発
表
︒

　

ま
た
︑
国
交
省
道
路
局
の

長
谷
川
朋
弘
高
速
道
路
課
長

が
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
︒

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
の
推
進
」
な
ど
最
重
点
施
策
７
項
目
を
策
定

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
の
推
進
」
な
ど
最
重
点
施
策
７
項
目
を
策
定

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
社
会
で

必
要
不
可
欠
な
労
働
者
）
と

し
て
の
役
割
や
重
要
性
が
︑

社
会
の
皆
様
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
も
︑
皆

様
の
日
々
の
ご
活
躍
の
賜
物

だ
と
感
じ
て
お
り
︑
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
︒

　
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
に
関

し
て
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
︑
荷
主

や
運
送
事
業
者
へ
の
浸
透
が

未
だ
半
ば
で
あ
る
と
い
え
る
︒

議
員
立
法
に
よ
っ
て
成
立
し

た
改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
は
︑

私
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
重
要
な
責
務
で
あ
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
今
月
中
旬
以
降
︑
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
取
り

ま
と
め
た
主
要
荷
主
約
４
万

６
千
事
業
者
に
対
し
て
︑
協

力
要
請
文
書
を
送
付
す
る
と

と
も
に
︑
適
正
運
賃
収
受
の

実
現
に
向
け
た
広
告
を
日
本

経
済
新
聞
に
掲
載
す
る
予
定

で
あ
る
︒
荷
主
側
も
コ
ロ
ナ

禍
に
直
面
し
て
大
変
な
状
況

で
は
あ
る
が
︑
持
続
的
な
輸

送
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
︑

安
定
し
た
輸
送
力
を
確
保
し

て
い
く
た
め
に
は
︑
適
正
運

賃
の
収
受
が
何
よ
り
も
大
事

で
あ
る
︒

　

コ
ロ
ナ
禍

の
み
な
ら

ず
︑
近
年
は

自
然
災
害
が

頻
発
・
激
甚
化
し
て
お
り
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
対
す

る
社
会
の
期
待
も
大
き
く
な

っ
て
い
る
︒
い
ざ
と
い
う
時
に

緊
急
支
援
物
資
輸
送
を
確
実

に
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
は
︑

災
害
に
強
い
道
路
が
必
要
に

な
る
︒

　

ま
た
︑
平
時
に
お
い
て
も

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
短

縮
や
定
時
性
の
確
保
な
ど
を

実
現
で
き
る
高
速
道
路
等
の

整
備
は
︑
運
送
事
業
者
に
と

っ
て
は
ま
さ
に
悲
願
と
も
い

え
る
︒
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

の
解
消
や
暫
定
２
車
線
区
間

の
４
車
線
化
な
ど
︑
運
送
事

業
者
に
と
っ
て
利
用
し
や
す

い
高
速
道
路
等
の
整
備
を
関

係
省
庁
等
に
対
し
て
積
極
的

に
働
き
か
け
て
い
く
た
め
に
︑

全
ト
協
で
は
今
年
度
新
た
に

﹁
道
路
委
員
会
﹂
を
立
ち
上

げ
た
︒
会
員
事
業
者
の
皆
様

方
に
は
︑
同
委
員
会
に
対
し

て
︑
道
路
整
備
推
進
に
繋
が

る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
︒

秡川　直也
国交省自動車局長

伊地知　英己
国交省自動車局貨物課長

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
３
日
︑
自
由
民
主
党
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟

（
細
田
博
之
会
長
）
総
会
に

出
席
し
︑
令
和
３
年
度
税
制

改
正
・
予
算
に
関
す
る
最
重

点
要
望
事
項
を
説
明
し
た
︒

　

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

細
田
博
之
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク

議
連
会
長
は
︑﹁
コ
ロ
ナ
シ
ョ

ッ
ク
が
き
わ
め
て
甚
大
で
あ

る
中
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

は
様
々
な
影
響
を
受
け
て
い

る
︒
我
々
ト
ラ
ッ
ク
議
連
は
︑

高
速
道
路
料
金
の
引
下
げ
や

雇
用
調
整
助
成
金
等
に
よ
っ

て
問
題
の
克
服
に
努
め
︑
働

き
方
改
革
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
さ
ら

な
る
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
前

向
き
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
︒

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
企
業
へ
の
経
営
支
援
等
に

つ
い
て
︑
税
制
や
予
算
・
補

正
予
算
で
措
置
で
き
る
よ
う

一
致
団
結
し
て
ま
い
り
た
い
﹂

と
決
意
を
述
べ
た
︒

　

続
い
て
坂
本
会
長
が
最
重

点
要
望
に
つ
い
て
述
べ
︑﹁
我

々
は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
と
し
て
︑
国
家
・
国
民
の

た
め
に
︑
物
流
の
中
枢
と
し

て
し
っ
か
り
と
役
割
を
果
た

し
て
い
く
﹂
と
あ
い
さ
つ
︒

　

出
席
議
員
と
の
意
見
交
換

で
は
︑﹁
大
口
・
多
頻
度
割

引
は
我
が
議
連
を
挙
げ
て
勝

ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂︑﹁
災
害
が
多
発
す
る
中
︑

救
援
物
資
な
ど
を
輸
送
す
る

た
め
に
も
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
の
解
消
は
し
っ
か
り
予
算

に
組
み
込
む
べ
き
﹂
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
︒

　

意
見
交
換
を
受
け
︑
会
の

最
後
に
は
坂
本
会
長
か
ら

﹁
高
速
道
路
・
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
と
い
っ
た
問
題
の
中

心
に
存
在
す
る
の
は
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
︒
道
路
問
題
は

非
常
に
重
要
で
あ
り
︑
ぜ
ひ

予
算
に
ご
充
当
願
い
た
い
﹂

と
力
強
く
要
望
し
た
︒

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
に
対
し
て
要
望
事
項
を
説
明

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
に
対
し
て
要
望
事
項
を
説
明

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
活
躍
を
高
く
評
価

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
活
躍
を
高
く
評
価

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
３
日
︑
衆
議
院
第
一
議

員
会
館
で
開
催
さ
れ
た
公
明

党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会

（
北
側
一
雄
会
長
）
に
出
席

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か

ら
の
最
重
点
要
望
事
項
に
つ

い
て
説
明
し
た
︒

　

冒
頭
︑
北
側
懇
話
会
会
長

が
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
皆
様
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
我
が
国
の
経
済
活
動

を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
で
あ
り
︑
皆
様
方
の

ご
活
躍
に
対
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
る
︒
皆
様
か
ら
の

ご
要
望
を
︑
令
和
２
年
度
第

３
次
補
正
予
算
案
や
３
年
度

予
算
案
︑
ま
た
税
制
改
正
大

綱
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
︑努
力
し
て
ま
い
り
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
︒

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
公
明
党

議
員
と
の
意
見
交
換
で
は
︑

出
席
議
員
か
ら
﹁
３
年
３
月

末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
︑
首

都
高
速
道
路
に
お
け
る
激
変

緩
和
措
置
の
延
長
に
つ
い
て

は
︑
中
小
運
送
事
業
者
の
経

営
負
担
軽
減
に
繋
が
る
た

め
︑
ぜ
ひ
と
も
実
現
に
向
け

て
応
援
し
た
い
﹂︑﹁
雇
用
調

整
助
成
金
等
の
特
例
措
置
に

つ
い
て
は
︑
依
然
と
し
て
雇

用
情
勢
が
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
︑
実
現
に
向
け
て

後
押
し
し
て
い
き
た
い
﹂︑﹁
高

速
道
路
料
金
の
深
夜
割
引
の

拡
充
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
働
き
方
改
革
の
面
か

ら
見
て
も
非
常
に
重
要
だ
と

感
じ
る
﹂
な
ど
の
意
見
が
上

が
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
12
月
３
日
、
東
京
都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
１

８
８
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

秡
川
直
也
国
土
交
通
省
自
動
車
局
長
に
よ
る
来
賓
あ
い
さ
つ
（
詳
細
２
面
）、
坂

本
克
己
会
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
（
詳
細
別
項
）
の
後
、令
和
３
年
度
事
業
計
画
骨
子

（
案
）
な
ど
の
審
議
事
項
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　

３
年
度
事
業
計
画
骨
子
で
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
の
推

進
、
②
改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
周
知
徹
底
及
び
「
標
準
的
な
運
賃
」
の

浸
透
等
に
よ
る
適
正
な
運
賃
・
料
金
収
受
の
推
進
―
―
な
ど
の
最
重
点
施
策
７
項

目
と
、
重
点
施
策
５
項
目
を
決
定
し
た
。

坂本 克己
全ト協会長

テーブルへのアクリル板の設置など新型コロナ感染症対策を行った上で理事会を開催した（12月３日、第
一ホテル東京）

北側会長に要望書を手渡す坂本会長（12月３日、
衆議院第一議員会館）

自民党トラック議連総会で要望を説明する坂本
会長（12月３日、ルポール麹町）

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
総
会
で
税
制
改
正
・
予
算
要
望

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
総
会
で
税
制
改
正
・
予
算
要
望

議
連
「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
受
け
る
事
業
者
支
援
に
一
致
団
結
」

議
連
「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
受
け
る
事
業
者
支
援
に
一
致
団
結
」

第188回理事会で令和3年度事業計画骨子を了承全
ト
協

コ
ロ
ナ
禍
に
直
面
す
る
事
業
者
の

コ
ロ
ナ
禍
に
直
面
す
る
事
業
者
の

事
業
維
持
・
継
続
対
策
を
強
化

事
業
維
持
・
継
続
対
策
を
強
化

今
こ
そ
業
界
が
一
致
団
結
し
て

今
こ
そ
業
界
が
一
致
団
結
し
て

改
正
事
業
法
・
道
路
整
備
の
成
果
を

改
正
事
業
法
・
道
路
整
備
の
成
果
を

坂本会長
あいさつ
（要旨）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～危険な場所での運転編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�踏切を前車に続いて通過するときは、一時停止しなくてもよい。
（ ○・× ）

❷	�踏切では変速せずに、発進したときの低速ギアのまま、落輪しな
いようにやや中央寄りを通行する。（ ○・× ）

❸	�下り坂では低速ギアを用い、フットブレーキをフルに活用してス
ピードを調整しながら走行する。（ ○・× ）

❹	�路肩が崩れやすくなっている山道での行き違いでは、路肩に寄せ
すぎない。（ ○・× ）

❺	�曲がり角やカーブでは、内輪差の問題は生じないので、その点に
ついては特に注意する必要はない。（ ○・× ）

（解答は7面）

感染症対策と飲酒運転根絶を！
〔第101回〕

　令和２年は、新型コロナウイルスに翻弄されながらも、生
活物資等の物流の要としてのトラック輸送の重要性が再認識
された年でした。その一方、飲酒運転の増加など、あってはな
らない問題も発生しています。今年１年を振り返り、新年に
向け安全運転の気持ちを新たにしましょう。

●改めて新型コロナウイルス感染症対策を！

Ａさん「早いものでもう年末だね。今年は新型コロナウイル
スに翻弄された１年だったけれども、僕たちトラック
運送業界で働いている人にとっては、僕たちの仕事
がみんなの生活に欠かせないものであるかを再認識
した年だったよ」

Ｂさん「そうだね。みんなの不安が募る中でも、物流を止め
なかった僕たち運輸業界の人間は胸を張っていいと
思うよ」

Ａさん「ただ、新型コロナウイルス感染症の新規感染者数が
過去最多の水準になっている。このまま感染拡大が
続けば、医療現場にも大きな影響がでそうだ。個人
でできる予防策として、密閉、密集、密接のいわゆる
『3密を避ける』、『ソーシャルディスタンスの確
保』、『マスクの着用』、『手洗いの励行』は最低限
やってほしいね」

Ｂさん「Ａさんがいう個人でできる感染対策にも関係するこ
とだけれども、僕は感染リスクが高まる５つの場面
を避けるようにしているよ」

Ａさん「５つの場面というと？」
Ｂさん「①飲酒を伴う懇親会、②大人数や長時間の飲食、③

マスクなしでの会話、④狭い空間での共同生活、⑤
居場所の切り替わり－の５場面だよ。居場所の切り
替わりというのは、たとえば、運転を終えて休憩室に
入った時など、居場所が変わることだよ。居場所が
変わることで、緊張感が緩んで、感染リスクが高まる
ことに繋がるようだよ。だから、休憩室に入った時な
んかは、個人でできる対策はマメに行っているよ」

Ａさん「なるほど、さっそく周知しよう」
Ｂさん「このほかにも、①2人以上で同乗する場合はマスク着

用を徹底する、②荷物の受け渡しや荷役の際のマス
クや手袋の着用、③運転前後の車内の消毒、④共用
カートなどの荷役機器の使用後の手洗い－は、しっ
かりやっておいてほしいね」

●飲酒運転は厳禁

Ａさん「他にも飲酒運転の多発が問題になったね。例年だ
と、忘年会等で飲酒の機会が増える年末に飲酒運転
根絶を呼びかける場合が多いけれども、今年は早々
アラートがでたね」

Ｂさん「よくいわれていることだけれども、少量の飲酒でも、
運転には不可欠な情報処理能力・注意力・判断力が
低下する。それが危険の発見・反応・操作の遅れに繋
がり、事故を引き起こすことになる。また、酒酔い運
転の場合、死亡事故に繋がる危険は飲酒なしの場合
の8.4倍にもなっている。飲酒運転の危険は、これま
でもずいぶんいわれてきたことだけれども、いまだ
に理解していないドライバーがいることは情けない
話だよ」

Ａさん「危険な飲酒運転には、厳罰が科せられており、安易
な飲酒運転は、自分のドライバー生命を絶つだけで

なく、周りの人も不幸にしていくということは、これ
からも繰り返し訴えていかないといけないね」

Ｂさん「そうだね。それとお酒に強いから少しなら大丈夫だ
と思っている人がいるけれども、お酒に強くても事
故のリスクは変わらないということもしっかり理解
しておいてほしいね。『飲んだら乗るな』だよ」

Ａさん「あと、アルコールチェッカーを使用することも徹底し
ないとね」

Ｂさん「この他にもあおり運転の厳罰化などの話題もあった
けれども、プロドライバーはどんな時でも安全第一
で、一般ドライバーのお手本でありたいな」

Ａさん「そうだね。今年も残すところあとわずか。今年の運転
をしっかり振り返り、清々しい気持ちで新年を迎え
よう」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
３
日
︑
加
藤
勝
信
内
閣

官
房
長
官
を
表
敬
訪
問
し
た
︒

　

表
敬
訪
問
に
は
︑
坂
本
克

己
会
長
︑工
藤
修
二
副
会
長
︑

庄
子
清
一
副
会
長
︑
小
林
幹

愛
副
会
長
︑浅
井
隆
副
会
長
︑

田
中
亨
副
会
長
︑
小
丸
成
洋

副
会
長
︑馬
渡
雅
敏
副
会
長
︑

桝
野
龍
二
理
事
長
ら
が
出

席
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

現
状
と
課
題
を
説
明
す
る
と

と
も
に
︑
平
素
か
ら
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
に
対
す
る
理

解
に
感
謝
の
意
を
伝
え
た
︒

９
２
９
６
事
業
所
を
認
定

２
０
２
０
年
度
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
12

性
評
価
事
業
（
実

施
状
況
︑
申
請

事
業
所
の
評
価
︑

Ｐ
Ｒ
活
動
の
状

況
）︑
③
Ｇ
マ
ー

ク
制
度
の
見
直
し

︱
︱
に
つ
い
て
審

議
し
た
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
制
度

の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
状

況
に
つ
い
て
は
︑

平
成
24
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
る

Ｇ
マ
ー
ク
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ

ク
走
行
に
つ
い
て
︑
今
年
度

は
全
ト
協
で
新
た
に
22
台
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
の
走

行
を
開
始
︒
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を

実
施
し
て
継
続
走
行
し
て
い

る
ト
ラ
ッ
ク
の
台
数
は
︑
全

国
で
２
４
６
台
に
達
し
た
︒

　

ま
た
︑
今
年
７
月
に
全
国

38
か
所
の
主
要
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

で
実
施
し
た
テ
ー
ブ
ル
ス
テ

ッ
カ
ー
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
つ
い
て

も
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

③
で
は
︑
Ｇ
マ
ー
ク
制
度

が
令
和
５
年
７
月
で
創
設
20

周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
踏
ま

え
︑
配
点
・
項
目
の
見
直
し

２
０
２
０
年
度
の
更
新
申
請

事
業
所
を
除
く
）
と
合
わ
せ

て
︑
安
全
性
優
良
事
業
所
は

２
万
７
０
６
５
事
業
所
と
な
っ

た
︒

　

認
定
の
有
効
期
間
は
︑
新

規
事
業
所
は
２
年
間
︑
初
回

更
新
事
業
所
は
３
年
間
︑
２

回
目
以
降
の
更
新
事
業
所
は

４
年
間
︒
な
お
︑
令
和
２
年

７
月
豪
雨
に
係
る
特
例
措
置

を
受
け
た
１
事
業
所
は
︑
有

効
期
間
を
１
年
間
伸
長
し
︑

更
新
申
請
の
評
価
は
２
０
２

１
年
度
に
実
施
す
る
︒

　

今
回
の
認
定
に
よ
り
︑
安

全
性
優
良
事
業
所
は
︑
全
国

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
所
数

８
万
６
４
４
５
事
業
所
（
12 

月
１
日
現
在
）
の
31
・
３
％

に
相
当
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
所
の
３
割
が
安
全
性
優

良
事
業
所
と
な
っ
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
今
後
も
引

き
続
き
認
定
事
業
所
の
一
層

の
拡
大
に
向
け
︑
荷
主
お
よ

び
一
般
に
対
す
る
Ｇ
マ
ー
ク

制
度
の
周
知
︑
認
定
事
業
所

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
拡
充
︑

巡
回
指
導
時
に
お
け
る
普
及

促
進
等
に
努
め
て
い
く
︒

月
14
日
︑２
０
２
０
年
度
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）﹂
の
評
価
を
決
定
し
︑

新
規
・
更
新
を
合
わ
せ
た
申

請
事
業
所
９
４
９
５
事
業
所

の
う
ち
︑
９
２
９
６
事
業
所

を
２
０
２
０
年
度
安
全
性
優

良
事
業
所
と
し
て
認
定
し
た
︒

　

今
年
度
の
認
定
事
業
所
の

内
訳
は
︑
新
規
申
請
１
５
９

９
事
業
所
︑
初
回
更
新
１
４

１
４
事
業
所
︑
２
回
目
更
新

１
８
２
０
事
業
所
︑
３
回
目

更
新
１
９
３
９
事
業
所
︑
４

回
目
更
新
１
１
２
７
事
業
所
︑

５
回
目
更
新
１
３
９
７
事
業

所
︒
２
０
１
６
~
２
０
１
９
年

度
に
認
定
し
た
１
万
７
７
６

９
事
業
所（
12
月
14
日
現
在
︑

や
︑
20
年
以
上
の
長
期
認
定

取
得
者
に
対
す
る
差
異
化
導

入
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
︒

道
路
の
活
用
推
進
に
関
す

る
２
分
科
会
を
新
た
に
立

ち
上
げ

道
路
委
員
会

　

道
路
委
員
会
（
寺
岡
洋
一

委
員
長
）
で
は
こ
の
ほ
ど
︑

道
路
の
活
用
推
進
に
関
す
る

２
つ
の
分
科
会
を
設
置
︒
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と
っ

て
利
用
し
や
す
い
道
路
網
の

実
現
に
向
け
て
検
討
を
進
め

て
い
る
︒

　

８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

第
１
回
道
路
委
員
会
で
は
︑

委
員
会
で
取
り
扱
う
主
要
テ

ー
マ
を
﹁
高
速
道
路
料
金
の

さ
ら
な
る
割
引
﹂﹁
重
要
物

流
道
路
等
︑
広
域
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
﹂
と
設
定
︒

10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
同

委
員
会
懇
談
会
に
お
い
て
︑

主
要
２
テ
ー
マ
に
対
応
し
た

分
科
会
を
設
置
し
︑
そ
れ
ぞ

れ
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
た
︒

　

２
分
科
会
の
主
な
体
制
は

次
の
通
り
︒

①
「
高
速
道
路
料
金
お
よ
び

２
０
２
０
年
度
事
業
な
ど

に
つ
い
て
審
議

第
40
回
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
安
全
性
評
価
委
員
会

　

12
月
11
日
︑
第
40
回
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評

価
委
員
会
（
委
員
長
・
野
尻

俊
明
流
通
経
済
大
学
学
長
）

が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
安
全
性
優

良
事
業
所
に
係
る
認
定
の
自

主
返
納
︑
②
２
０
２
０
年
度

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全

諸
問
題
分
科
会
」︵
第
１
回

・
11
月
26
日
開
催
︶

　

御
手
洗
安
委
員
を
リ
ー
ダ

ー
と
し
︑
大
口
・
多
頻
度
割

引
等
の
各
種
割
引
の
要
望
内

容
に
つ
い
て
︑
財
源
問
題
に

関
心
を
持
ち
つ
つ
検
討
を
進

め
る
ほ
か
︑
要
望
活
動
の
時

期
や
相
手
等
の
実
行
計
画
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
︒

②「
物
流
基
盤
整
備
分
科
会
」

︵
第
１
回
・
11
月
30
日
開

催
︶

　

田
中
亨
委
員
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
︑重
要
物
流
道
路
推
進
︑

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
等
の
駐
車
マ
ス

増
設
︑
暫
定
２
車
線
区
間
の

４
車
線
化
を
重
点
に
︑
個
別

箇
所
の
整
備
推
進
に
向
け
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検

討
・
推
進
︒

　

各
分
科
会
で
は
︑
高
速
道

路
料
金
等
の
引
下
げ
や
道
路

整
備
推
進
の
実
現
に
向
け

て
︑
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
本
格

化
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
︒

令
和
３
年
「
引
越
繁
忙
期
対

策
実
施
事
項
」
な
ど
承
認

第
50
回
引
越
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
２
日
︑
第
50
回
引
越
部

会
（
松
橋
謙
一
部
会
長
）
を

開
催
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対

策
の
徹
底
︑
②
令
和
３
年
引

越
繁
忙
期
対
策
実
施
事
項
︑

③
２
年
度
﹁
引
越
安
心
マ
ー

ク
﹂
の
周
知
活
動
︱
︱
の
各

案
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
︒

続
い
て
︑
２
年
度
の
引
越
事

業
者
優
良
認
定
制
度
の
申
請

状
況
や
引
越
講
習
会
の
開
催

状
況
︑
全
ト
協
輸
送
相
談
窓

口
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
内
容

等
に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ

た
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
対
策
と
し
て
は
︑

①
お
客
様
の
自
宅
等
を
訪
問

す
る
場
合
︑
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

や
ド
ア
越
し
に
対
面
の
許
可

を
得
た
上
で
面
会
︑
②
お
客

様
と
対
面
す
る
場
合
は
︑
直

前
の
手
指
消
毒
︑
マ
ス
ク
・

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
着
用
の

徹
底
︱
︱
等
を
掲
げ
︑
感
染

拡
大
防
止
に
確
実
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
︒

　

冒
頭
︑松
橋
部
会
長
は﹁
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
が
収
ま
ら
な
い

中
︑
引
越
は
︑
消
費
者
物
流

の
中
で
も
感
染
リ
ス
ク
が
高

い
業
種
で
あ
り
︑
来
年
の
引

越
繁
忙
期
に
向
け
︑
感
染
予

防
対
策
に
は
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
︑
作
業
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
︒

　

な
お
︑
議
事
終
了
後
︑
研

修
会
が
開
催
さ
れ
︑
㈱
日
通

総
合
研
究
所
の
大
島
弘
明
取

締
役
が
﹁
物
流
を
取
り
巻
く

環
境
変
化
~
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
よ
る
物
流
へ
の
影

響
を
中
心
に
~
﹂
と
題
し
講

演
を
行
っ
た
︒

令
和
２
年
度
受
賞
者
を
発
表

青
年
経
営
者
等
に
よ
る

先
進
的
な
事
業
取
組
に

対
す
る
顕
彰

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
３
日
︑令
和
２
年
度
﹁
青

年
経
営
者
等
に
よ
る
先
進
的

な
事
業
取
組
に
対
す
る
顕

彰
﹂
審
査
委
員
会
（
委
員
長

:
杉
山
雅
洋
早
稲
田
大
学

名
誉
教
授
）
を
開
催
し
て
受

賞
事
業
者
を
選
定
し
︑
同
10

日
に
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
た
︒

　

申
請
が
あ
っ
た
２
者
の
う

ち
︑
蔵
の
街
運
送
㈱
（
栃
木

県
）
の
社
会
貢
献
事
業
﹁
社

員
の
健
康
を
守
る
！　

社
員

食
堂
﹃
蔵
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
﹄
オ
ー

プ
ン
！
~
﹃
蔵
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
﹄

の
設
立
に
よ
り
︑
障
が
い
を

持
っ
た
方
の
﹃
働
き
た
い
﹄

を
応
援
し
ま
す
~
﹂
が
銀
賞

を
︑
大
輪
総
合
運
輸
㈱
（
徳

島
県
）の
安
全
対
策
事
業﹁
運

転
支
援
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
﹂
が

銅
賞
を
受
賞
し
た
︒

　

受
賞
事
業
者
に
は
︑
表
彰

状
と
顕
彰
金（
銀
賞
70
万
円
︑

銅
賞
50
万
円
）
が
授
与
さ
れ

る
ほ
か
︑
３
年
２
月
19
日
㈮

開
催
の
青
年
部
会
全
国
大
会

（
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
）に
お
い
て
︑

受
賞
事
業
が
紹
介
さ
れ
る
︒

︻
お
詫
び
︼
本
紙
12
月
１
日
号
３

面
に
掲
載
の
コ
ラ
ム
﹃
タ
イ
ヤ

ケ
ア　

ホ
ン
ト
の
話
﹄に
お
い
て
︑

﹁
２
０
０
９
年
以
降
に
発
売
さ

れ
た
車
両
総
重
量
８
㌧
以
上
の

ト
ラ
ッ
ク
に
は
︑
す
べ
て
新
・
Ｉ

Ｓ
Ｏ
規
格
品
の
ホ
イ
ー
ル
が
装

着
﹂と
あ
り
ま
す
が
︑﹁
８
㌧
以
上
﹂

は﹁
12
㌧
以
上
﹂の
誤
り
で
し
た
︒

訂
正
し
︑
お
詫
び
い
た
し
ま
す
︒

 

広
報
室

　

改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

﹁
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
制

度
﹂
を
︑
運
送
事
業
者
の
皆

様
が
ど
う
利
用
し
て
い
く
か

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

さ
ら
な
る
健
全
化
に
向
け
て

大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
︒

　

ま
ず
︑﹁
①
運
送
事
業
者

の
皆
様
方
が
標
準
的
な
運
賃

の
持
つ
意
味
を
理
解
﹂し
︑﹁
②

従
来
の
自
社
の
運
賃
・
料
金

の
考
え
方
を
分
析
し
︑
標
準

的
な
運
賃
と
の
違
い
を
自
分

た
ち
で
考
え
て
い
く
﹂
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
︒そ
し
て
︑

﹁
③
荷
主
と
の
交
渉
﹂
は
︑

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ハ
ー
ド
ル
の

高
い
厳
し
い
も
の
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
︑
こ
れ
が
最

も
重
要
で
す
︒そ
の
上
で
︑﹁
④

地
方
運
輸
支
局
に
対
し
て
運

賃
届
出
﹂
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

④
ま
で
至
っ
て
い
る
運
送

事
業
者
は
︑
ま
だ
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
の
が
現
状
で
す
︒

運
送
事
業
者
の
皆
様
に
は
︑

ま
ず
は
こ
の
４
つ
の
事
柄
に
つ

い
て
︑
ぜ
ひ
時
間
を
作
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
︒ま
た
︑

地
方
運
輸
支
局
や
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
が
実
施
す

る
標
準
的
な
運
賃
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
等
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
︑
分
か
ら

な
い
こ
と
は
質
問
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

標
準
的
な
運
賃
の
活
用
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
を
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
た
め
に
は
最
も

重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
︒
国
交
省
と
し
ま
し

て
も
︑
今
後
も
引
き
続
き
︑

荷
主
企
業
等
へ
の
標
準
的
な

運
賃
の
浸
透
拡
大
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
︒

︵
１
面
に
関
連
︶

秡
川
国
交
省
自
動
車
局
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

事
業
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に

「
標
準
的
な
運
賃
」
の
積
極
的
な
届
出
を

加藤勝信内閣官房長官（右から４人目）を表敬訪問する全ト協正副会長。左から、工藤修二副会長、浅井隆
副会長、小林幹愛副会長、馬渡雅敏副会長、坂本克己会長、加藤勝信内閣官房長官、小丸成洋副会長、田
中亨副会長、庄子清一副会長。（12月3日、総理大臣官邸）

高
校
生
を
対
象
に
業
界
Ｐ

Ｒ
漫
画
を
制
作

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
吉
田
修
一
会
長
）
で
は
こ

の
ほ
ど
︑
高
校
生
向
け
に
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
の
漫
画
﹃
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
ろ
う
！
﹄

︵
写
真
︶
を
制
作
し
た
︒

　

神
奈
川
県
ト
協
で
は
例

年
︑
神
奈
川
新
聞
社
が
県
内

の
高
校
生
向
け
に
発
行
し
て

い
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
12

月
発
行
号
で
︑
現
役
高
校
生

が
取
材
し
た
記
事
を
中
心
に

し
た
業
界
Ｐ
Ｒ
記
事
・
広
告

を
掲
載
し
て
き
た
︒

　

今
年
度
は
︑
高
校
生
に
︑

就
職
先
の
ひ
と
つ
と
し
て
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
考
え
て

も
ら
う
た
め
に
︑
同
漫
画
を

制
作
︒
業
界
と
し
て
積
極
的

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

﹁
働
き
方
改
革
﹂
や
﹁
ト
ラ

ッ
ク
の
安
全
性
の
向
上
﹂
等

に
つ
い
て
も
触
れ
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
が
安
心
・
安
全
な

業
界
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
漫
画
は
神
奈
川

県
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の﹁
ト

ラ
ッ
く
ん
だ
よ
り
﹂
に
掲
載

し
て
い
る
︒

漫画『トラックドライバー
になろう！』QRコード

ＷＥＢセミナーを視聴可能
「新型コロナウイルスを踏まえた

事業者における感染症対策」のご案内
　全日本トラック協会では、今般、事業者やトラックドラ
イバーが都合のよい時間帯に、感染症の不安なく受講

（視聴）することができる、ＷＥＢセミナー「新型コロナ
ウイルスを踏まえた事業者における感染症対策」を制作
しました。新型コロナウイルス感染症が未だ終息の見え
ない状況の中で、国民生活の維持に欠かせない『エッ
センシャルワーカー』として、最前線で活躍しているトラ
ックドライバーを守るため、ＷＥＢセミナーを受講いただき、
健康・安全・安心な職場を目指してください。
　なお、本ＷＥＢセミナーは広く関係者（会員事業者以
外）の方にも受講（視聴）していただけます。受講（視
聴）は全ト協 HP の「ＷＥＢセミナー受講（視聴）お申
込みフォームボタン」から。

第
40
回
「
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
委
員
会
」︵
12
月

11
日
、
全
ト
協
︶

第50回引越部会（12月2日、全ト協）

入
浴
施
設
の
営
業
を
再
開

金
沢
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

金
沢
Ｔ
Ｓ
は
︑
改
装
工
事
の

た
め
休
業
し
て
い
た
入
浴
施
設

に
つ
い
て
︑
12
月
９
日
㈬
午
前

８
時
か
ら
営
業
を
再
開
し
た
︒

　

な
お
︑
同
工
事
に
伴
い
変
更

し
て
い
た
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

も
通
常
通
り
の
運
営
時
間
と
な

っ
て
い
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

全
ト
協
幹
部
が
加
藤
勝
信
内
閣

官
房
長
官
に
業
界
の
現
状
を
説
明
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ニ
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昨
年
の
今
ご
ろ
︑
ま
さ
か
今
年

１
年
が
こ
ん
な
状
態
に
な
る
と
は

誰
に
も
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た

だ
ろ
う
︒
コ
ロ
ナ
︑
コ
ロ
ナ
で
１
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
︒
わ
ず

か
１
年
で
︑
従
来
の
社
会
・
経
済

環
境
が
一
変
し
よ
う
と
は
思
わ
な

か
っ
た
︒

　

昨
年
の
12
月
15
日
号
の
当
コ
ラ

ム
で
は
︑１
年
を
振
り
返
っ
て
﹁
荷

主
対
策
の
深
度
化
﹂（
７
月
）︑
事

業
者
の﹁
規
制
の
適
正
化
﹂（
11
月
）

な
ど
に
触
れ
︑﹁
需
要
（
荷
主
）﹂

の
正
常
化
と
﹁
供
給
（
事
業
者
）﹂

の
健
全
化
が
図
ら
れ
た
１
年
だ
っ

た
と
回
顧
し
た
︒
そ
の
よ
う
な
な

か
で
迎
え
る
新
年（
令
和
２
年
）は
︑

﹁
価
格
﹂
す
な
わ
ち
﹁
標
準
的
な

運
賃
﹂
の
告
示
と
導
入
の
年
に
な

る
と
書
い
た
︒
実
際
に
﹁
標
準
的

な
運
賃
﹂は
４
月
に
告
示
さ
れ
た
︒

だ
が
︑
肝
心
な
標
準
的
な
運
賃
導

入
の
段
に
な
っ
て
︑
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
い
う
逆
風
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
︒
全
く
想

定
外
の
状
況
変
化
で
あ

る
︒

　

現
状
で
は
標
準
的
な

運
賃
の
実
現
に
向
け

て
︑
残
念
な
が
ら
厳
し

い
情
勢
に
直
面
し
て
い
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
︒
そ
の
よ
う

な
﹁
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
︑

標
準
的
な
運
賃
を
旗
印
に
︑
ど

の
よ
う
に
運
賃
値
上
げ
を
具
体

的
に
実
現
し
て
い
く
か
﹂
が
︑

来
年
（
令
和
３
年
）
の
業
界
に

お
け
る
最
大
の

課
題
で
あ
る
︒

各
事
業
者
は
︑

こ
の
課
題
に
立

ち
向
か
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒

　

政
治
の
世
界

で
は
︑
今
年
は

総
理
大
臣
が
代

わ
っ
た
︒
菅
義

偉
新
総
理
大
臣

の
言
葉
を
借
用

す
る
な
ら
︑
標

準
的
な
運
賃
の

告
示
は
︑
い
わ

ば
業
界
に
対
す
る

﹁
公
助
﹂
と
い

え
る
だ
ろ
う
︒

荷
主
企
業
に
対
し
て
相
対
的
に

弱
い
立
場
に
あ
る
運
送
事
業
者

が
多
い
︒
だ
が
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー

を
確
保
し
て
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
︑
継
続
的
に
提
供
し
て

い
く
に
は
︑
賃
金
水
準
を
上
げ

て
︑
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
な

ど
働
き
方
改
革
の
実
現
が
不
可

欠
﹂
だ
︒
そ
の
た
め
の
原
資
を
確

保
で
き
る
よ
う
に
︑
標
準
的
な
運

賃
制
度
の
導
入
を
告
示
し
て
業
界

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
︒
そ
の
よ
う

な
意
味
に
お
い
て
︑
標
準
的
な
運

賃
の
告
示
は
ま
さ
に
業
界
に
対
す

る
﹁
公
助
﹂
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒

　

そ
し
て
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
や
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

こ
の
間
︑
開
催
し
て
き
た
標
準
的

な
運
賃
の
普
及
セ
ミ
ナ
ー
は
︑
会

員
事
業
者
に
対
す
る
﹁
共
助
﹂
と

い
え
る
︒
標
準
的
な
運
賃
の
趣
旨

と
目
的
︑標
準
的
な
運
賃
の
概
要
︑

標
準
的
な
運
賃
の
活
用
に
係
る
手

続
き
︑
運
賃
料
金
適
用
方
の
解
説

な
ど
は
︑
標
準
的
な
運
賃
の
実
現

に
取
り
組
む
事
業
者
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
﹁
共
助
﹂
だ
︒

　

さ
ら
に
︑
実
際
に
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
の
は
事
業
者
の﹁
自
助
﹂

で
あ
る
︒﹁
共
助
﹂
の
部
分
で
﹁
も

う
少
し
実
践
的
な
内
容
の
セ
ミ
ナ

ー
を
し
て
ほ
し
い
﹂
と
い
っ
た
声

は
少
な
く
な
い
︒
ま
た
︑
標
準
的

運
賃
制
度
の
荷
主
へ
の
周
知
な
ど
の

﹁
共
助
﹂も
必
要
だ
ろ
う
︒だ
が
︑

運
賃
値
上
げ
を
実
現
す
る
の
は
︑

結
局
﹁
自
助
﹂
と
い
う
こ
と
に
い

き
つ
く
︒
来
年
は
自
助
努
力
の
年

に
な
る
︒

第
268
回

コロナ禍による逆風と標準的運賃

　

同
補
助
金
は
︑
満
65
歳
以

上
の
高
齢
運
転
者
を
対
象
と

し
て
︑
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ

ー
キ
や
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い

急
発
進
等
抑
制
装
置
が
搭
載

さ
れ
た
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト

車
の
購
入
等
を
補
助
す
る
も

の
︒

　

ま
た
︑
事
業
の
継
続
に
伴

い
︑
３
年
４
月
１
日
以
降
に

対
象
車
両
の
登
録
・
設
置
等

が
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
︑

３
年
度
中
に
満
65
歳
を
迎
え

る
者
も
対
象
と
す
る
予
定
︒

　

対
象
車
両
に
は
︑
３
・
５

㌧
以
下
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

も
含
ま
れ
て
お
り
︑
総
予
算

額
は
約
12
・
５
億
円
（
予
算

額
に
達
す
る
ま
で
受
付
）︒

な
お
︑
事
業
用
自
動
車
に
つ

い
て
は
︑
１
事
業
者
に
つ
き

雇
用
す
る
高
齢
運
転
者
（
満

65
歳
以
上
）
の
人
数
を
超
え

る
数
の
車
両
ま
た
は
後
付
け

装
置
の
補
助
の
交
付
は
受
け

ら
れ
な
い
︒

　

交
付
申
請
に
あ
た
っ
て
必

要
な
書
類
は
︑
①
交
付
申
請

書
兼
実
績
報
告
書
（
事
業
用

新
車
）︑
②
運
転
免
許
証
の

写
し
（
国
内
で
取
得
し
た
も

の
に
限
る
）︑
③
自
動
車
検

査
証
の
写
し（
新
規
登
録︹
検

査
︺
の
も
の
に
限
る
） 

︑
④

代
金
の
支
払
い
手
続
き
が
完

了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
注
文
書
の
写
し︹
推
奨
︺︑

リ
ー
ス
契
約
書
の
写
し
︑
領

収
書
の
写
し
等
）
な
ど
︒
な

お
︑事
業
者
登
録
の
申
請
は
︑

事
前
も
し
く
は
初
回
申
請
時

に
別
途
必
要
と
な
る
︒

　

概
要
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
︑
補
助
事
業
の
執
行
団
体

で
あ
る
（
一
社
）
次
世
代
自

動
車
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
︒

 

Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
台
紙
に
貼
り
付

け
る
方
式
を
採
用

電
子
車
検
証
の
仕
様
に

関
す
る
検
討
結
果

　

国
土
交
通
省
は
12
月
８

日
︑
電
子
車
検
証
の
仕
様
に

関
す
る
検
討
結
果
に
つ
い
て

公
表
し
た
︒

　

自
動
車
保
有
関
係
手
続
に

つ
い
て
は
︑
関
係
省
庁
と
連

携
し
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
括

し
た
申
請
手
続
を
可
能
と
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
を
導
入
・
推
進

し
て
い
る
︒
さ
ら
な
る
推
進

「
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
」

令
和
３
年
度
も
継
続
し

て
実
施

３
・
５
㌧
以
下
の
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
も
対
象

　

国
土
交
通
省
は
︑
令
和
元

年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
措

置
さ
れ
て
い
る
﹁
サ
ポ
カ
ー

補
助
金
﹂
に
つ
い
て
︑
３
年

度
も
事
業
を
継
続
し
て
実
施

す
る
（
た
だ
し
︑
年
度
の
途

中
で
交
付
申
請
額
が
予
算
額

を
超
過
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
場
合
︑
事
前
告
知

を
し
た
上
で
受
付
終
了
）︒

家
畜
伝
染
病
発
生
時
の

防
疫
資
材
確
保
に
協
力

呼
び
か
け

相
次
ぐ
鳥
イ
ン
フ
ル
の

発
生
受
け

　

農
林
水
産
省
は
12
月
３

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ど
に
対
し
︑
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
家
畜

伝
染
病
発
生
時
の
防
疫
資
材

の
確
保
に
つ
い
て
協
力
依
頼

を
行
っ
た
︒

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
は
︑
11
月
５
日
以
降
︑
全

国
10
県
で
26
事
例
（
12
月
14

日
17
時
時
点
）
が
確
認
さ
れ

る
な
ど
︑
発
生
リ
ス
ク
が
例

年
に
比
べ
非
常
に
高
い
状
況

に
あ
る
︒

　

農
水
省
で
は
︑
発
生
時
に

迅
速
な
防
疫
対
策
を
講
じ
て

蔓
延
防
止
を
図
る
た
め
︑
平

日
を
含
め
︑
年
末
年
始
︑
土

・
日
曜
︑
祝
日
等
の
連
休
中

に
お
け
る
安
定
的
な
防
疫
資

材
の
確
保
を
関
係
団
体
に
要

請
︒

　

こ
れ
を
受
け
︑
全
ト
協
で

　

政
府
は
12
月
８
日
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
を
受
け
た
追
加
経

済
対
策
﹁
国
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
安
心
と
希
望
の
た

め
の
総
合
経
済
対
策
﹂
を
閣

議
決
定
し
た
︒

　

同
経
済
対
策
に
お
け
る
財

政
支
出
は
40
兆
円
規
模
︑
金

融
機
関
の
融
資
や
民
間
の
投

資
も
含
め
た
事
業
規
模
は
73

・
６
兆
円
と
な
る
︒

は
12
月
７
日
︑
各
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
︑
都

道
府
県
家
畜
衛
生
主
務
課
か

ら
協
力
要
請
が
あ
っ
た
場

合
︑
会
員
事
業
者
と
連
携
し

防
疫
作
業
に
必
要
な
資
材
等

の
調
達
が
円
滑
に
い
く
よ
う

協
力
を
呼
び
か
け
た
︒

発
荷
主
向
け
周
知
用
動

画
な
ど
２
つ
の
新
コ
ン
テ

ン
ツ
を
追
加

「
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
長
時
間

労
働
改
善
に
向
け
た

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

　

厚
生
労
働
省
は
12
月
４
日
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
長
時

間
労
働
改
善
に
向
け
た
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
﹂︵
写
真
︶
に
２

つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
追
加
し

た
︒

　

今
回
新
た
に
加
わ
っ
た
の

は
︑
発
荷
主
企
業
向
け
の
周

知
用
動
画
﹁
今
こ
そ
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？　

ト
ラ
ッ
ク

運
転
者
の
た
め
に
︑﹃
発
荷

主
﹄
が
で
き
る
こ
と
︒﹂
と
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
長
時
間

　

同
経
済
対
策
で
は
︑
①
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
策
︑
②
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
構
造

の
転
換
・
好
循
環
の
実
現
︑

③
防
災
・
減
災
︑
国
土
強
靭

化
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保

︱
︱
を
柱
に
︑
総
合
的
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
係

の
主
な
対
策
は
︑次
の
通
り
︒

②
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経

労
働
改
善
に
繋
が
る
施
策
な

ど
を
簡
単
に
確
認
で
き
る
イ

ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
﹁
始
め

て
み
よ
う
改
善
活
動
﹂︒
周

知
用
動
画
で
は
︑
発
荷
主
企

業
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
長

時
間
労
働
改
善
の
た
め
に
︑

﹁
ど
の
よ
う
に
協
力
し
合
い
︑

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進

め
︑
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
を
得

な
が
ら
︑
問
題
を
解
決
し
て

い
く
の
か
﹂
を
︑ド
ラ
マ
形
式

（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
で
再

現
︒
ま
た
︑
イ
ラ
ス
ト
コ
ン

テ
ン
ツ
で
は
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

済
構
造
の
転
換
・
好
循
環
の

実
現

　

物
流
分
野
等
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
推

進
す
る
と
と
も
に
︑
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
や
物

流
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

等
を
推
進
す
る
︒

　

雇
用
情
勢
が
大
き
く
悪
化

し
て
い
る
事
業
者
を
対
象
と

し
た
雇
用
調
整
助
成
金
の
特

例
措
置
等
に
つ
い
て
は
︑
現

行
措
置
を
来
年
２
月
末
ま
で

延
長
の
上
︑
３
月
以
降
段
階

的
に
縮
減
す
る
こ
と
を
基
本

想
定
と
し
つ
つ
︑
感
染
状
況

等
を
踏
ま
え
柔
軟
に
対
応
す

る
︒

　

ま
た
︑
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
経
営
転
換
等
に
係
る

支
援
と
し
て
最
大
１
億
円
の

事
業
再
構
築
補
助
金
を
創
設

す
る
ほ
か
︑
引
き
続
き
実
質

無
利
子
・
無
担
保
融
資
な
ど

の
資
金
繰
り
支
援
を
行
う
︒

③
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保

　

被
災
後
速
や
か
な
通
行
を

可
能
と
す
る
高
規
格
道
路
の

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
︑

４
車
線
化
︑
直
轄
国
道
等
の

防
災
対
策
を
進
め
る
と
と
も

に
︑
災
害
時
に
お
け
る
貨
物

自
動
車
運
転
者
の
融
通
に
係

る
規
制
の
明
確
化
に
も
取
り

組
む
︒

　

政
府
で
は
︑
同
対
策
の
裏

付
け
と
な
る
令
和
２
年
度
第

　

自
由
民
主
党
お
よ
び
公
明

党
は
12
月
10
日
︑﹁
令
和
３

年
度
税
制
改
正
大
綱
﹂
を
決

め
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
自
動
車

関
係
諸
税
に
つ
い
て
は
︑﹁
自

動
車
重
量
税
の
エ
コ
カ
ー
減

税
に
つ
い
て
︑
適
用
期
限
を

２
年
延
長
す
る
﹂
こ
と
︑
ま

た
﹁
自
動
車
税
種
別
割
の
グ

ー
ン
の
イ
ラ
ス
ト
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
だ
け
で
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
転
者
の
長
時
間
労
働
改
善

に
繋
が
る
施
策
候
補
な
ど
が

簡
単
に
分
か
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
同
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
運
営
な
ど
を
通

じ
て
︑
今
後
も
ト
ラ
ッ
ク
運

転
者
の
長
時
間
労
働
の
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
と
し
て
い
る
︒

 

「
長
時
間
労
働
・
過
重
労

働
」
に
よ
る
相
談
が
最
多

「
過
重
労
働
解
消
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
」
相
談
結
果

　

厚
生
労
働
省
は
12
月
７
日
︑

﹁
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
﹂
の
一
環
と
し
て
11
月

１
日
㈰
に
実
施
し
た
﹁
過
重

労
働
解
消
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
﹂

の
相
談
結
果
（
相
談
件
数
１

６
２
件
）
を
ま
と
め
︑
公
表

し
た
︒

　

相
談
内
容
と
し
て
は
︑﹁
長

時
間
労
働
・
過
重
労
働
﹂
が

30
件
（
18
・
５
％
）
と
最
も

多
く
︑
次
い
で
﹁
賃
金
不
払

残
業
﹂
26
件
（
16
・
０
％
）︑

﹁
そ
の
他
の
賃
金
不
払
﹂
18

件
（
11
・
１
％
）︑﹁
そ
の
他

の
労
働
条
件
﹂
18
件
（
11
・

１
％
）
と
な
っ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
寄
せ
ら
れ

た
相
談
の
う
ち
︑
労
働
基
準

関
係
法
令
上
︑
問
題
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
事
案
に
つ
い

て
は
︑
相
談
者
の
希
望
を
確

認
し
た
上
で
労
働
基
準
監
督

署
に
情
報
提
供
を
行
い
︑
監

督
指
導
を
実
施
す
る
な
ど
︑

必
要
な
対
応
を
取
っ
て
い
く

と
し
て
い
る
︒

 

求
人
数
が
前
年
に
比
べ
て

大
幅
に
減
少

高
校
新
卒
者
の
求
人
・

求
職
・
就
職
内
定
状
況

　

厚
生
労
働
省
は
12
月
８

日
︑
令
和
３
年
３
月
に
高
等

学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
に
つ

い
て
︑
２
年
10
月
末
現
在
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
に
お
け

る
求
人
・
求
職
・
就
職
内
定

状
況
を
取
り
ま
と
め
︑
公
表

し
た
︒

　

同
調
査
の
対
象
は
︑
学
校

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
職

業
紹
介
を
希
望
し
た
生
徒
︒

　

２
年
10
月
末
現
在
の
高
校

新
卒
者
の
就
職
内
定
率
は
64

・
２
％
（
前
年
同
期
比
０
・

２
ポ
イ
ン
ト
増
）︑
就
職
内

定
者
数
は
約
９
万
８
０
０
０
人

（
同
９
・
９
％
減
）と
な
っ
た
︒

高
校
新
卒
者
の
求
人
数
は
36

万
９
６
７
７
人
と
︑
元
年
９

月
時
点
の
求
人
数
（
46
万
５

９
２
０
人
）
と
比
較
し
て
20

・
７
％
減
と
大
幅
に
減
少
︒

運
輸
業
︑
郵
便
業
で
は
︑
元

年
９
月
時
点
の
求
人
数
（
３

万
３
３
４
４
人
）
と
比
べ
︑

２
年
10
月
時
点
の
求
人
数
は

２
万
５
５
７
０
人
と
な
り
︑

同
23
・
３
％
減
と
な
っ
て
い

る
︒

に
向
け
て
︑
継
続
検
査
等
で

紙
の
車
検
証
の
受
け
取
り
の

た
め
に
必
要
と
な
っ
て
い
る

運
輸
支
局
等
へ
の
来
訪
を
不

要
と
し
︑
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
申
請
手

続
を
完
結
す
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
﹁
車
検

証
の
電
子
化
﹂

を
実
現
す
る
た

め
︑
国
交
省
で

は
平
成
30
年

よ
り
﹁
自
動

車
検
査
証
の

電
子
化
に
関
す

る
検
討
会
﹂
を

開
催
︒
今
年
６

月
に
報
告
書
が

公
表
さ
れ
た
︒

　

同
報
告
書
を

踏
ま
え
︑
国
交

省
に
お
い
て
︑
車
検
証
の
電

子
化
に
係
る
全
体
コ
ス
ト
や

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き
領
域
の

利
活
用
方
策
等
︑
あ
ら
ゆ
る

観
点
か
ら
総
合
的
に
検
討
し

た
結
果
︑
Ａ
６
サ
イ
ズ
程
度

の
台
紙
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
貼
り

付
け
る
方
式
︵
図
︶
を
電
子

車
検
証
と
し
て
採
用
す
る
こ

と
を
決
め
た
︒
な
お
︑
台
紙

お
よ
び
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
具
体
的

な
仕
様
に
つ
い
て
は
︑
今
後

検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
令
和
５
年

１
月
に
予
定
し
て
い
る
車
検

証
電
子
化
の
開
始
に
向
け

て
︑
関
係
者
と
連
携
し
な
が

ら
︑
具
体
的
な
制
度
整
備
や

関
係
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い

る
︒

運
輸
業
、
郵
便
業
で
は

９
割
超
の
事
業
者
が「
全

て
転
嫁
で
き
て
い
る
」
に

消
費
税
の
転
嫁
状
況

　

経
済
産
業
省
は
12
月
８
日
︑

﹁
消
費
税
の
転
嫁
状
況
に
関

す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査（
９

月
調
査
）﹂
の
調
査
結
果
を

取
り
ま
と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

転
嫁
状
況
で
は
︑﹁
全
て

転
嫁
で
き
て
い
る
﹂
と
回
答

し
た
事
業
者
が
︑
事
業
者
間

取
引
で
は
88
・
４
％
︑
消
費

者
向
け
取
引
で
は
78
・
８
％

と
な
っ
た
︒
一
方
︑﹁
全
く
転

嫁
で
き
て
い
な
い
﹂
と
回
答

し
た
事
業
者
は
︑
事
業
者
間

取
引
で
は
１
・
８
％
︑
消
費

者
向
け
取
引
で
は
３
・
２
％

と
な
っ
た
︒

　

業
種
別
で
み
る
と
︑
運
輸

業
︑
郵
便
業
で
は
︑﹁
全
て

転
嫁
で
き
て
い
る
﹂92
・
１
％
︑

﹁
一
部
転
嫁
で
き
て
い
る
﹂
４

・
５
％
︑﹁
全
く
転
嫁
で
き
て

い
な
い
﹂
２
・
５
％
︑﹁
そ
の

他
（
経
営
戦
略
上
︑
転
嫁
し

な
か
っ
た
場
合
な
ど
）﹂
１
・

０
％
と
な
っ
た
︒

　

価
格
転
嫁
が
で
き
た
理
由

で
は
︑
58
・
５
％
の
事
業
者

が
﹁
以
前
よ
り
消
費
税
の
転

嫁
へ
の
理
解
が
定
着
し
て
い

る
た
め
﹂と
回
答
︒
次
い
で
︑

﹁
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措

置
法
に
よ
り
消
費
税
転
嫁
拒

否
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

た
め
﹂（
31
・
９
％
）︑﹁
本

体
価
格
と
消
費
税
額
を
分
け

る
こ
と
に
よ
り
︑
交
渉
し
や

す
く
な
っ
た
た
め
﹂（
21
・
４

％
）
の
順
と
な
っ
た
︒

　

取
引
先
か
ら
受
け
た
転
嫁

拒
否
行
為
に
つ
い
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
︑
最
も
多
か
っ
た
の
は

﹁
本
体
価
格
で
の
交
渉
に
応

じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
﹂（
35

・
７
％
）
で
︑﹁
価
格
の
交

渉
時
に
︑
消
費
税
率
引
上
げ

分
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
上

乗
せ
し
な
い
と
さ
れ
た
﹂（
35

・
１
％
）が
そ
れ
に
続
い
た
︒

　

経
産
省
で
は
引
き
続
き
︑

転
嫁
状
況
の
監
視
・
取
締
り

な
ど
を
通
じ
︑
転
嫁
拒
否
行

為
の
未
然
防
止
を
図
る
と
と

も
に
︑
違
反
行
為
に
対
し
て

厳
格
に
対
処
し
て
い
く
と
し

て
い
る
︒

経 産 省 図　電子車検証のイメージ

「
雇
調
金
特
例
措
置
延
長
」な
ど　

追
加
総
合
経
済
対
策
を
閣
議
決
定

「
物
流
Ｄ
Ｘ
」「
道
路
整
備
」を
加
速
へ

自
動
車
関
係
諸
税
の　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
特
例
措
置
延
長
が
実
現

与
党　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
大
綱

３
次
補
正
予
算
・
３
年
度
当

初
予
算
を
編
成
し
︑
次
期
通

常
国
会
で
の
早
期
成
立
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
る
︒

リ
ー
ン
化
特
例
に
つ
い
て
︑

適
用
期
限
を
２
年
延
長
す

る
﹂旨
が
記
さ
れ
た
︒さ
ら
に
︑

﹁
車
両
安
定
性
制
御
装
置
等

を
装
備
し
た
ト
ラ
ッ
ク
等
の

自
動
車
重
量
税
率
の
特
例
措

置
に
つ
い
て
は
︑
見
直
し
を

行
っ
た
上
で
適
用
期
限
を
３

年
延
長
す
る
﹂
ほ
か
︑﹁
車

両
安
定
性
制
御
装
置
等
を
装

備
し
た
自
動
車
（
新
車
に
限

る
）
に
係
る
自
動
車
税
環
境

性
能
割
の
課
税
標
準
の
特
例

措
置
に
つ
い
て
︑
見
直
し
を

行
っ
た
上
で
適
用
期
限
を
２

年
延
長
す
る
﹂
旨
が
記
さ
れ

た
︒

　

な
お
︑
詳
細
に
つ
い
て
は

次
号
以
降
に
掲
載
の
予
定
︒

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
・
利
活
用
呼
び
か
け

来
年
３
月
か
ら
の

健
康
保
険
証

利
用
開
始
前
に

　

政
府
で
は
︑
令
和
３
年
３

月
か
ら
開
始
予
定
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
利
用
等
を
受
け
︑
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
積
極
的
な

取
得
と
利
活
用
の
さ
ら
な
る

促
進
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
は
︑
企
業

の
健
康
保
険
に
係
る
事
務
の

コ
ス
ト
縮
減
に
繋
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑

同
カ
ー
ド
は
今
後
運
転
免
許

証
と
の
一
体
化
も
検
討
さ
れ

て
い
る
︒

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
︑

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
﹂

を
参
照
︒

 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能

強
化
対
策
等
を
推
進

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化

の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」

　

政
府
は
12
月
11
日
の
閣
議

で
︑﹁
防
災
・
減
災
︑
国
土

強
靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加

速
化
対
策
﹂
を
決
定
し
た
︒

　

同
対
策
は
︑
令
和
３
年
度

~
７
年
度
の
５
年
間
で
大
規

模
地
震
対
策
な
ど
を
実
施
す

る
た
め
の
新
た
な
国
土
強
靭

化
対
策
︒
①
激
甚
化
す
る
風

水
害
や
切
迫
す
る
大
規
模
地

震
へ
の
対
策
（
78
対
策
）︑

②
予
防
保
全
型
イ
ン
フ
ラ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換
に
向

け
た
老
朽
化
対
策
（
21
対

策
）︑
③
国
土
強
靭
化
に
関

す
る
施
策
を
効
率
的
に
進
め

る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
の

推
進
（
24
対
策
）
︱
︱
の
︑

合
計
１
２
３
対
策
を
重
点
的

に
実
施
す
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
係

の
対
策
と
し
て
は
︑﹁
高
規

格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
解
消
及
び
４
車
線
化
︑
高

規
格
道
路
と
直
轄
国
道
の
ダ

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
に

よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

機
能
強
化
対
策
﹂
や
﹁
市
街

地
等
の
緊
急
輸
送
道
路
に
お

け
る
無
電
柱
化
対
策
﹂
等
が

盛
り
込
ま
れ
た
︒

「
第
11
次
交
通
安
全
基

本
計
画
︵
中
間
案
︶」
へ

の
意
見
を
募
集

12
月
20
日
締
め
切
り

　

内
閣
府
で
は
︑﹁
第
11
次

交
通
安
全
基
本
計
画
（
中
間

案
）﹂
に
対
す
る
意
見
募
集

を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
計
画
は
︑
交
通
安
全
対

策
基
本
法
に
基
づ
き
︑
陸
上

交
通
な
ど
の
安
全
に
関
す
る

総
合
的
か
つ
長
期
的
な
施
策

の
大
綱
等
を
定
め
る
も
の
︒

内
閣
府
で
は
現
在
︑
令
和
３

年
度
~
７
年
度
の
５
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
第
11
次
計

画
の
作
成
に
向
け
て
作
業
を

進
め
て
お
り
︑
こ
れ
ま
で
の

検
討
を
踏
ま
え
た
中
間
案
が

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
︒

　

中
間
案
で
は
︑
①
世
界
一

安
全
な
道
路
交
通
の
実
現
を

目
指
し
︑
令
和
７
年
ま
で
に

24
時
間
死
者
数
を
２
０
０
０

人
以
下
と
す
る
︑
②
７
年
ま

で
に
重
傷
者
数
を
２
万
２
０

０
０
人
以
下
に
す
る
︱
︱
と

い
う
目
標
を
掲
げ
︑
諸
施
策

を
総
合
的
か
つ
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

意
見
募
集
期
間
は
12
月
20

日
㈰
ま
で
︒
意
見
提
出
に
関

す
る
詳
細
は
︑
内
閣
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

経
営
課
題
解
決
へ
の
支
援

策
を
紹
介
す
る
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト

を
公
開

中
小
機
構

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
（
中
小
機
構
）
は
12

月
７
日
︑
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
﹁
早
期
の
気
づ

き
﹂
と
﹁
行
動
の
促
進
﹂
を

目
的
に
︑
経
営
課
題
の
解
決

に
繋
が
る
支
援
情
報
を
発
信

す
る
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
﹁
中
小
機

構
に
聞
こ
う
！
﹂︵
写
真
︶
の

公
開
を
開
始
し
た
︒

　

同
サ
イ
ト
で
は
︑﹁
あ
の

戦
国
武
将
が
現
代
の
中
小
企

業
経
営
者
だ
っ
た
ら
﹂
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
︑
織
田
信
長
や

武
田
信
玄
︑
上
杉
謙
信
な
ど

戦
国
時
代
に
群
雄
割
拠
し
て

い
た
諸
国
の
16
人
の
武
将
を

経
営
者
に
見
立
て
︑
そ
れ
ぞ

れ
が
抱
え
る
経
営
課
題
を
通

じ
て
︑
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
や
自
然
災
害
・
感
染

症
へ
の
備
え
な
ど
︑
様
々
な

支
援
策
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
る
︒

　

同
サ
イ
ト
は
︑
中
小
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
閲
覧
可

能
と
な
っ
て
い
る
︒

内 閣 府
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１
月 
21
日 

▽
「
令
和
２
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
を
開
催
（
写
真
①
）

 
 

▽
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
（
北
側
一
雄
会
長
）
に
出
席
し
、「
特
殊
車
両
通
行
許
可
に
関
す
る
要
望
書
」
提
出

２
月 

14
日 
▽
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
会
議
」
を
開
催
（
写
真
②
）

 

21
日 

▽
青
年
部
会
、
令
和
元
年
度
全
国
大
会
を
開
催
（
写
真
③
）

３
月 

５
日 

▽
第
１
８
４
回
理
事
会
お
よ
び
第
14
回
全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関
本
部
長
会
議
を
開
催

 

６
日 

▽
「
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
テ
キ
ス
ト 

２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
３
月
改
訂
版
」
を
公
開

 

18
日 

▽ 

公
明
党
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部（
本
部
長
・
斉
藤
鉄
夫
幹
事
長
）と
国
土
交
通
部
会（
岡
本
三
成
部
会
長
）

に
よ
る
合
同
会
議
に
出
席

 

19
日 

▽ 

自
由
民
主
党
経
済
成
長
戦
略
本
部
（
本
部
長
・
岸
田
文
雄
政
務
調
査
会
長
）・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
肺
炎
対
策
本
部

（
本
部
長
・
田
村
憲
久
政
務
調
査
会
長
代
理
）
合
同
会
議
・
国
土
交
通
部
会
（
小
里
泰
弘
部
会
長
）
に
出
席

 

23
日 

▽ 

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
の
細
田
博
之
会
長
（
写
真
④
）、
赤
澤
亮
正
幹
事
長
、
橘
慶
一
郎
事
務
局
長
に
対
し

要
望
活
動
を
実
施

４
月 

１
日 

▽
「
中
央
近
代
化
基
金
融
資
（
激
甚
災
害
融
資
）」
の
公
募
枠
を
当
初
の
10
億
円
か
ら
50
億
円
に
増
額
し
受
付
開
始

 

７
日 

▽
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」（
本
部
長
・
坂
本
克
己
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
を
設
置
（
写
真
⑤
）

 

10
日 

▽ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
地
域
へ
の
運
行
を
行
う
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
世
帯
に
対
し
、
愛
媛
県
内
の
小
学
校
長

が
児
童
の
自
宅
待
機
を
求
め
た
事
案
に
つ
い
て
、
再
発
防
止
に
向
け
た
文
部
科
学
省
へ
の
申
し
入
れ
を
行
う
よ
う
一
見
勝

之
国
土
交
通
省
自
動
車
局
長
に
要
請
。
同
事
案
お
よ
び
国
交
省
の
申
し
入
れ
を
受
け
、
文
科
省
が
通
達
発
出

 

24
日 

▽
第
52
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
中
止
を
発
表

５
月 

６
日 

▽ 

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
ラ
ジ
オ
番
組
『voice of w

orkers

（
ボ
イ
ス 

オ
ブ 

ワ
ー
カ
ー
ズ
）』
に
坂
本
克
己
全
ト
協
会
長
が

出
演
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
全
国
発
信

 

８
日 

▽ 

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
（
日
貨
協
連
）
と
と
も
に
、
国
交
省
の
池
田
豊
人
道
路
局
長
に
対
し
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
高
速
道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
に
関
す
る
緊
急
要
望
書
」
を
提
出

 

13
日 

▽ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
、会
員
事
業
者
へ
の
追
加
緊
急
経
済
支
援
対
策
と
し
て
、①
中
央
近
代
化
基
金「
激

甚
災
害
融
資
」
公
募
枠
を
50
億
円
↓
１
０
０
億
円
へ
倍
増
、
②
全
ト
協
会
員
へ
の
令
和
２
年
度
の
５
月
〜
９
月
の
５
か
月
分

の
会
費
免
除
、
③
「
全
国
関
連
事
業
推
進
助
成
金
」
の
特
別
支
援
措
置
（
２
億
円
）
―
―
の
実
施
を
決
定

 

14
日 

▽
「
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
１
版
）」
を
公
表

 
 

▽ 

「
令
和
２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
編
成
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
支
援
要
望

書
」
を
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
（
細
田
博
之
会
長
）
へ
提
出

 

18
日 

▽ 

岸
田
文
雄
自
民
党
政
務
調
査
会
長
（
写
真
⑥
）、
北
側
一
雄
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
会
長
に
「
令
和
２
年
度
第
２
次

補
正
予
算
編
成
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
支
援
要
望
書
」
を
提
出

 

19
日 

 

▽ 

全
国
紙
（
朝
日
新
聞
・
読
売
新
聞
・
毎
日
新
聞
・
産
経
新
聞
・
日
本
経
済
新
聞
）
と
ブ
ロ
ッ
ク
紙
等
（
北
海
道
新
聞
・
河

北
新
報
・
東
京
新
聞
・
新
潟
日
報
・
北
國
新
聞
・
中
日
新
聞
・
北
陸
中
日
新
聞
・
中
国
新
聞
・
愛
媛
新
聞
・
西
日
本
新

聞
）
の
朝
刊
に
、
全
７
段
サ
イ
ズ
の
意
見
広
告
「
社
会
と
く
ら
し
を
支
え
続
け
る
ト
ラ
ッ
ク
」
を
掲
出
（
写
真
⑦
）

 

25
日 

▽
加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
期
間
の
延
長
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

６
月 

１
日 

▽
書
面
決
議
で
開
催
し
た
第
１
８
５
回
理
事
会
の
議
案
を
承
認

 

12
日 

▽
「
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
２
版
）」
を
公
表

 

25
日 

▽
第
97
回
通
常
総
会
を
開
催
（
写
真
⑧
）

 
 

▽
「
第
25
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
」
の
開
催
中
止
が
決
定

７
月 

１
日 

▽ 

安
全
性
優
良
事
業
所
認
定
制
度
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
の
周
知
を
目
的
に
、
全
国
38
か
所
の
主
要
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
（
写
真
⑨
）
を
貼
付
し
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
（
〜
31
日
）

 

４
日 

▽ 

「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
対
策
本
部
」（
本
部
長
・
坂
本
克
己
全
ト
協
会
長
）
を
設
置
、
緊
急
物
資
輸
送
等
を
実
施
（
写

真
⑩
）

 

９
日 

▽
第
２
２
１
回
常
任
理
事
会
・
第
１
８
６
回
理
事
会
合
同
会
議
を
開
催

 

14
日 

▽ 

荷
主
対
策
の
深
度
化
に
係
る
荷
主
に
関
す
る
情
報
収
集
調
査
を
東
神
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
な
ど
10
Ｔ
Ｓ
で

実
施
（
〜
10
月
22
日
）（
写
真
⑪
）

 

22
日 

▽ 

赤
羽
一
嘉
国
交
大
臣
（
写
真
⑫
）、
栗
田
卓
也
国
土
交
通
事
務
次
官
、
秡
川
直
也
自
動
車
局
長
、
高
木
勇
人
警
察
庁
交
通

局
長
に
業
界
の
現
状
を
説
明

 

31
日 

▽
宮
崎
Ｔ
Ｓ
を
閉
鎖

８
月 

３
日 

▽ 

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
第
40
回
国
土
幹
線
道
路
部
会
（
部
会
長
・
朝
倉
康
夫
東
京
工
業
大
学
環
境
・
社
会
理

工
学
院
教
授
）
に
出
席
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
対
応
し
た
高
速
道
路
施
策
に
関
し
て
要
望

 

４
日 

▽
北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
皮
切
り
に
、
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
「
標
準
的
な
運
賃
普
及
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

 
 

▽
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
標
準
的
な
運
賃
」
特
設
ペ
ー
ジ
を
開
設

 

20
日 

▽ 

令
和
２
年
度
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
を
発
表
。
清
水
幹
雄
氏
（
東
京
都
）
の
作
品

が
グ
ラ
ン
プ
リ
に

 

21
日 

▽ 

自
民
党
雇
用
問
題
調
査
会
（
松
野
博
一
会
長
）
に
対
し
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
期
間
の
延
長
に
関
す
る
要
望
書
を

提
出

 

24
日 

▽  

加
藤
勝
信
厚
労
大
臣
に
対
し
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
期
間
の
延
長
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
（
写
真
⑬
）

 
 

▽ 

坂
本
会
長
・
秡
川
直
也
国
交
省
自
動
車
局
長
・
伊
地
知
英
己
国
交
省
自
動
車
局
貨
物
課
長
と
山
本
巧
国
交
省
道
路
局
企
画

課
長
が
共
同
記
者
会
見
を
開
催
（
写
真
⑭
）

 

25
日 

▽ 

北
側
一
雄
公
明
党
副
代
表
・
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
会
長
に
対
し
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
期
間
の
延
長
に

関
す
る
要
望
書
を
提
出

 

26
日 

▽
道
路
委
員
会
（
寺
岡
洋
一
委
員
長
）
が
初
会
合
。
委
員
会
に
先
立
ち
吉
岡
幹
夫
国
交
省
道
路
局
長
に
業
界
の
現
状
を
説
明

９
月 

１
日 

▽ 

第
１
回
「
小
規
模
事
業
者
コ
ロ
ナ
時
・
災
害
時
特
別
対
策
委
員
会
」（
委
員
長
＝
吉
野
雅
山
全
ト
協
理
事
・
日
本
貨
物
運

送
協
同
組
合
連
合
会
会
長
）
を
開
催

 

17
日 

▽
赤
羽
一
嘉
国
交
大
臣
、
武
田
良
太
総
務
大
臣
に
業
界
の
現
状
を
説
明

 

25
日 

▽ 

下
村
博
文
自
民
党
政
務
調
査
会
長
、
林
幹
雄
同
幹
事
長
代
理
、　

岩
井
茂
樹
国
土
交
通
副
大
臣
、
小
林
茂
樹
国
土
交
通
大

臣
政
務
官
に
業
界
の
現
状
を
説
明

10
月 

１
日 

▽
「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
関
す
る
意
識
調
査
２
０
２
０
」
を
公
表

 

７
日 

▽
自
民
党
国
土
交
通
部
会
の
平
口
洋
部
会
長
に
業
界
の
現
状
を
説
明

 

８
日 

▽
花
博
記
念
公
園
鶴
見
緑
地
（
大
阪
市
鶴
見
区
）
で
第
18
回
「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」
植
樹
式
を
開
催
（
写
真
⑮
）

 
 

▽
第
１
８
７
回
理
事
会
を
開
催

 
 

▽
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
住
永
豊
武
会
長
）
に
対
し
て
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
の
御
見
舞
金
を
贈
呈

 

31
日 

▽
三
次
Ｔ
Ｓ
、
給
油
所
を
閉
鎖

11
月 

６
日 

▽ 

吉
岡
幹
夫
国
交
省
道
路
局
長
に
対
し
、
日
貨
協
連
と
と
も
に
「
高
速
道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
利
用
額
の
一
部
還

元
措
置
に
つ
い
て 

令
和
３
年
１
月
以
降
継
続
の
緊
急
要
望
書
」
を
提
出

 

10
日 

▽
麻
生
太
郎
財
務
大
臣
（
写
真
⑯
）
と
伊
藤
渉
財
務
副
大
臣
に
対
し
税
制
改
正
・
予
算
要
望
を
実
施

 
 

▽ 

吉
岡
幹
夫
国
交
省
道
路
局
長
に
対
し
「
重
要
物
流
道
路
の
指
定
に
関
す
る
要
望
書
」「
令
和
３
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に

関
す
る
要
望
書
」
を
提
出

 

11
日 

▽
竹
下
亘
自
民
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
長
に
対
し
税
制
改
正
・
予
算
要
望
を
実
施

 

12
日 

▽
「
標
準
的
な
運
賃
」
普
及
を
図
る
た
め
、
荷
主
業
界
向
け
専
門
紙
16
紙
に
国
交
省
と
連
名
で
広
告
を
掲
出
（
写
真
⑰
）

 

13
日 

▽ 

自
民
党
「
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
」（
竹
下
亘
会
長
）
に
出
席
、
高
速
道
路
料
金
等
の
引
下
げ
お
よ
び
道
路
整
備
の

推
進
に
つ
い
て
説
明

 

18
日 

▽
古
賀
誠
全
国
道
路
利
用
者
会
議
会
長
に
対
し
税
制
改
正
・
予
算
要
望
を
実
施

 

19
日 

▽ 

自
民
党
「
自
動
車
議
員
連
盟
自
動
車
政
策
懇
談
会
」
に
出
席
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
各
種
支
援
措
置
の

継
続
等
を
要
望

 
 

▽
佐
藤
信
秋
自
民
党
参
議
院
議
員
に
対
し
、
日
貨
協
連
と
と
も
に
税
制
改
正
・
予
算
要
望
を
実
施

 

12
月 

３
日 

▽
第
１
８
８
回
理
事
会
を
開
催

 
 

▽ 

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会
・
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
に
出
席
、
税
制
改
正
・
予
算
要
望
を
実
施

 
 

▽ 

加
藤
勝
信
内
閣
官
房
長
官
に
業
界
の
現
状
を
説
明

 

14
日 

 

▽ 

２
０
２
０
年
度
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）
と
し
て
、
９
２
９
６
事
業
所
を
認
定
、
総
認
定
事
業
所
数
は

２
万
７
０
６
５
事
業
所
に

 

15
日 

 

▽ 

日
本
経
済
新
聞
朝
刊
に
全
７
段
サ
イ
ズ
の
広
告
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
奮
闘
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
環
境
改
善
が
必
要
で
す
〜
安
定
的
な
輸
送
を
確
保
す
る
た
め『
標
準
的
な
運
賃
』を
ご
理
解
く
だ
さ
い
〜
」を
掲
出（
写

真
⑱
）

 

18
日 

 

▽ 

２
０
２
０
年
度
引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
認
定
事
業
者
を
発
表

 

24
日 

 

▽ 

吉
岡
幹
夫
国
交
省
道
路
局
長
に
対
し
「
特
殊
車
両
通
行
許
可
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出

１
月 

６
日 

▽
厚
生
労
働
省
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
刷
新

 

14
日 

▽
国
土
交
通
省
、「
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度
認
証
制
度
」
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
開
設

 

24
日 

▽ 

国
交
省
、
令
和
元
年
度
「
事
業
用
自
動
車
健
康
起
因
事
故
対
策
協
議
会
」〔
座
長
・
酒
井
一
博
（
公
財
）
大
原
記
念

労
働
科
学
研
究
所
研
究
主
幹
〕
を
開
催

 

27
日 

▽
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
連
絡
会
、「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め
」
を
改
訂
・
公
表

 

29
日 

▽
国
交
省
、「
中
継
輸
送
の
取
組
事
例
集
」
公
表

 

31
日 

▽
厚
労
省
、
第
１
回
「
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
に
係
る
実
態
調
査
検
討
会
」
を
開
催

 
 

▽ 

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
肺
炎
の
発
生
状
況
に
「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛

生
上
の
緊
急
事
態
」
を
宣
言

 
 

▽
国
交
省
、
事
業
用
自
動
車
事
故
調
査
委
員
会
に
よ
る
調
査
事
案
３
件
の
調
査
報
告
書
を
公
表

 
 

▽ 

警
察
庁
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
た
交
通
総
量
抑
制
対
策
の
推
進

に
関
す
る
通
達
を
発
出

２
月 

４
日 

▽ 

政
府
、
大
型
車
両
の
通
行
に
係
る
手
続
き
の
合
理
化
な
ど
の
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
「
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
を
閣
議
決
定

 
 

▽
国
交
省
、
春
の
異
動
の
分
散
な
ど
を
経
済
団
体
等
に
要
請
、「
分
散
引
越
」
を
呼
び
か
け

 

５
日 

▽
国
交
省
、「
中
京
圏
の
新
た
な
高
速
道
路
料
金
に
関
す
る
具
体
方
針
」（
案
）
を
取
り
ま
と
め
公
表

 

12
日 

▽ 

（
一
財
）
日
本
海
事
協
会
、「
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度
認
証
制
度
」
の
愛
称
を
「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」
に

決
定

 

14
日 

▽ 

国
交
省
・
経
済
産
業
省
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
の
関
係
事
業
者
団
体
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
下
請
等
中
小
企
業
と
の
取
引
に
関
す
る
配
慮
に
つ
い
て
親
事
業
者
へ
周
知
徹
底
す
る
よ
う

要
請

 

21
日 

▽ 

厚
労
省
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
向
け
た
企
業
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
企
業
の
方
向
け
）」
を
作
成

 

25
日 

▽
政
府
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
方
針
」
を
発
表

 

26
日 

▽ 

赤
羽
一
嘉
国
交
大
臣
、
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
に
関
し
て
運
輸
審
議
会
（
原
田

尚
志
会
長
）
に
諮
問

 

28
日 

▽ 

国
交
省
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
「
台
風
等
に
よ
る
異
常
気
象
時
下
に
お
け
る
輸
送
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

を
通
達

３
月 

１
日 

▽
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー
、
令
和
元
年
度
第
２
回
「
運
行
管
理
者
試
験
」
を
中
止

 

３
日 

▽
「
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
閣
議
決
定

 

10
日 

▽ 

経
産
省
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
下
請
事
業
者
と
の
取
引
に
つ
い
て
、
一
層
の

配
慮
を
親
事
業
者
に
順
次
要
請

 
 

▽
国
交
省
、「
３
月
〜
４
月
の
引
越
予
約
状
況
」
を
公
表

 

23
日 

▽ 

厚
労
省
、
経
済
団
体
に
対
し
「
職
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
要
請

 

27
日 

▽
国
交
省
、「
加
工
食
品
分
野
に
お
け
る
物
流
標
準
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
・
公
表

 
 

▽
国
交
省
・
経
産
省
、「
総
合
物
流
施
策
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
改
定
・
発
表

 

31
日 

▽
国
交
省
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
好
事
例
集
を
策
定
・
発
表

 
 

▽
国
交
省
、「
置
き
配
の
現
状
と
実
施
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
」
を
策
定
・
公
表

４
月 

１
日 

▽
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
」
施
行

 
 

▽
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
（
年
７
２
０
時
間
・
一
般
則
）、
中
小
企
業
に
も
適
用
開
始

 

２
日 

▽
運
輸
審
議
会
、
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
に
関
す
る
公
聴
会
を
開
催

 

７
日 

▽ 

政
府
、
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
大
阪
府
・
兵
庫
県
・
福
岡
県
の
７
都
府
県
に
対
し
「
緊
急
事
態

宣
言
」
を
発
出
。
同
16
日
に
40
道
府
県
を
追
加
し
、
全
都
道
府
県
に
同
宣
言
を
発
出
。
５
月
25
日
に
緊
急
事
態
終
了

を
宣
言

 
 

▽
政
府
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
緊
急
経
済
対
策
（
事
業
規
模
総
額
約
１
０
８
兆
円
）
を
決
定

 
 

▽
国
交
省
、
緊
急
事
態
宣
言
地
域
を
対
象
に
自
動
車
検
査
証
の
有
効
期
間
を
６
月
１
日
ま
で
伸
長

 

８
日 

▽ 

国
交
省
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
を
受
け
た
事
業
の
継
続
に
係
る
要
請
等
に
つ
い
て

（
依
頼
）」
を
発
出

 
10
日 

▽
厚
労
省
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
の
追
加
実
施
を
発
表

 
12
日 

▽
経
産
省
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
経
済
産
業
省 

新
型
コ
ロ
ナ
事
業
者
サ
ポ
ー
ト
」
を
開
設

 

13
日 
▽ 

国
交
省
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
全
般
へ
の
甚
大
な
影
響
を
踏
ま
え
、
雇
用
維
持
に
対
し
て
適

切
な
配
慮
を
行
う
よ
う
厚
生
労
働
・
総
務
・
法
務
・
文
部
科
学
大
臣
と
連
名
で
関
係
団
体
に
対
し
て
要
請

 

14
日 

▽
運
輸
審
議
会
、「
標
準
的
な
運
賃
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
適
当
」
と
答
申

 

16
日 

▽
国
交
省
、
自
動
車
検
査
証
の
有
効
期
間
延
長
措
置
（
６
月
１
日
ま
で
）
を
47
都
道
府
県
に
拡
大

 

20
日 

▽ 

経
産
省
、「
物
流
分
野
に
お
け
る
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
（
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
）
勉
強
会
」（
座
長
・
石
田
東
生

国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
取
り
ま
と
め
を
公
表

①

②③

⑥

⑦⑨

④⑤

⑧

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
主
な
活
動

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
主
な
活
動

運
輸
関
係
行
政
等
の
主
な
動
向

運
輸
関
係
行
政
等
の
主
な
動
向

このこの１１年年 （肩書は当時）

回
顧

（2020年）（2020年）
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22
日 

▽ 

赤
羽
一
嘉
国
交
大
臣
（
写
真
⑫
）、
栗
田
卓
也
国
土
交
通
事
務
次
官
、
秡
川
直
也
自
動
車
局
長
、
高
木
勇
人
警
察
庁
交
通

局
長
に
業
界
の
現
状
を
説
明

 

31
日 

▽
宮
崎
Ｔ
Ｓ
を
閉
鎖

８
月 
３
日 

▽ 

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
第
40
回
国
土
幹
線
道
路
部
会
（
部
会
長
・
朝
倉
康
夫
東
京
工
業
大
学
環
境
・
社
会
理

工
学
院
教
授
）
に
出
席
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
対
応
し
た
高
速
道
路
施
策
に
関
し
て
要
望

 

４
日 
▽
北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
皮
切
り
に
、
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
「
標
準
的
な
運
賃
普
及
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

 
 

▽
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
標
準
的
な
運
賃
」
特
設
ペ
ー
ジ
を
開
設

 

20
日 

▽ 
令
和
２
年
度
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
を
発
表
。
清
水
幹
雄
氏
（
東
京
都
）
の
作
品

が
グ
ラ
ン
プ
リ
に

 

21
日 

▽ 

自
民
党
雇
用
問
題
調
査
会
（
松
野
博
一
会
長
）
に
対
し
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
期
間
の
延
長
に
関
す
る
要
望
書
を

提
出

 

24
日 

▽  

加
藤
勝
信
厚
労
大
臣
に
対
し
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
期
間
の
延
長
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
（
写
真
⑬
）

 
 

▽ 

坂
本
会
長
・
秡
川
直
也
国
交
省
自
動
車
局
長
・
伊
地
知
英
己
国
交
省
自
動
車
局
貨
物
課
長
と
山
本
巧
国
交
省
道
路
局
企
画

課
長
が
共
同
記
者
会
見
を
開
催
（
写
真
⑭
）

 

25
日 

▽ 

北
側
一
雄
公
明
党
副
代
表
・
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
会
長
に
対
し
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
期
間
の
延
長
に

関
す
る
要
望
書
を
提
出

 

26
日 

▽
道
路
委
員
会
（
寺
岡
洋
一
委
員
長
）
が
初
会
合
。
委
員
会
に
先
立
ち
吉
岡
幹
夫
国
交
省
道
路
局
長
に
業
界
の
現
状
を
説
明

９
月 

１
日 

▽ 

第
１
回
「
小
規
模
事
業
者
コ
ロ
ナ
時
・
災
害
時
特
別
対
策
委
員
会
」（
委
員
長
＝
吉
野
雅
山
全
ト
協
理
事
・
日
本
貨
物
運

送
協
同
組
合
連
合
会
会
長
）
を
開
催

 

17
日 

▽
赤
羽
一
嘉
国
交
大
臣
、
武
田
良
太
総
務
大
臣
に
業
界
の
現
状
を
説
明

 

25
日 

▽ 

下
村
博
文
自
民
党
政
務
調
査
会
長
、
林
幹
雄
同
幹
事
長
代
理
、　

岩
井
茂
樹
国
土
交
通
副
大
臣
、
小
林
茂
樹
国
土
交
通
大

臣
政
務
官
に
業
界
の
現
状
を
説
明

10
月 

１
日 

▽
「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
関
す
る
意
識
調
査
２
０
２
０
」
を
公
表

 

７
日 

▽
自
民
党
国
土
交
通
部
会
の
平
口
洋
部
会
長
に
業
界
の
現
状
を
説
明

 

８
日 

▽
花
博
記
念
公
園
鶴
見
緑
地
（
大
阪
市
鶴
見
区
）
で
第
18
回
「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」
植
樹
式
を
開
催
（
写
真
⑮
）

 
 

▽
第
１
８
７
回
理
事
会
を
開
催

 
 

▽
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
住
永
豊
武
会
長
）
に
対
し
て
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
の
御
見
舞
金
を
贈
呈

 

31
日 

▽
三
次
Ｔ
Ｓ
、
給
油
所
を
閉
鎖

11
月 

６
日 

▽ 

吉
岡
幹
夫
国
交
省
道
路
局
長
に
対
し
、
日
貨
協
連
と
と
も
に
「
高
速
道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
利
用
額
の
一
部
還

元
措
置
に
つ
い
て 

令
和
３
年
１
月
以
降
継
続
の
緊
急
要
望
書
」
を
提
出

 

10
日 

▽
麻
生
太
郎
財
務
大
臣
（
写
真
⑯
）
と
伊
藤
渉
財
務
副
大
臣
に
対
し
税
制
改
正
・
予
算
要
望
を
実
施

 
 

▽ 

吉
岡
幹
夫
国
交
省
道
路
局
長
に
対
し
「
重
要
物
流
道
路
の
指
定
に
関
す
る
要
望
書
」「
令
和
３
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に

関
す
る
要
望
書
」
を
提
出

 

11
日 

▽
竹
下
亘
自
民
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
長
に
対
し
税
制
改
正
・
予
算
要
望
を
実
施

 

12
日 

▽
「
標
準
的
な
運
賃
」
普
及
を
図
る
た
め
、
荷
主
業
界
向
け
専
門
紙
16
紙
に
国
交
省
と
連
名
で
広
告
を
掲
出
（
写
真
⑰
）

 

13
日 

▽ 

自
民
党
「
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
」（
竹
下
亘
会
長
）
に
出
席
、
高
速
道
路
料
金
等
の
引
下
げ
お
よ
び
道
路
整
備
の

推
進
に
つ
い
て
説
明

 

18
日 

▽
古
賀
誠
全
国
道
路
利
用
者
会
議
会
長
に
対
し
税
制
改
正
・
予
算
要
望
を
実
施

 

19
日 

▽ 

自
民
党
「
自
動
車
議
員
連
盟
自
動
車
政
策
懇
談
会
」
に
出
席
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
各
種
支
援
措
置
の

継
続
等
を
要
望

 
 

▽
佐
藤
信
秋
自
民
党
参
議
院
議
員
に
対
し
、
日
貨
協
連
と
と
も
に
税
制
改
正
・
予
算
要
望
を
実
施

 

12
月 

３
日 

▽
第
１
８
８
回
理
事
会
を
開
催

 
 

▽ 

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会
・
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
に
出
席
、
税
制
改
正
・
予
算
要
望
を
実
施

 
 

▽ 

加
藤
勝
信
内
閣
官
房
長
官
に
業
界
の
現
状
を
説
明

 

14
日 

 

▽ 

２
０
２
０
年
度
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）
と
し
て
、
９
２
９
６
事
業
所
を
認
定
、
総
認
定
事
業
所
数
は

２
万
７
０
６
５
事
業
所
に

 

15
日 
 

▽ 

日
本
経
済
新
聞
朝
刊
に
全
７
段
サ
イ
ズ
の
広
告
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
奮
闘
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
環
境
改
善
が
必
要
で
す
〜
安
定
的
な
輸
送
を
確
保
す
る
た
め『
標
準
的
な
運
賃
』を
ご
理
解
く
だ
さ
い
〜
」を
掲
出（
写

真
⑱
）

 

18
日 

 

▽ 

２
０
２
０
年
度
引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
認
定
事
業
者
を
発
表

 

24
日 

 

▽ 

吉
岡
幹
夫
国
交
省
道
路
局
長
に
対
し
「
特
殊
車
両
通
行
許
可
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出

 

24
日 

▽
国
交
省
、「
標
準
的
な
運
賃
」
を
告
示

 

25
日 

▽
厚
労
省
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
さ
ら
な
る
拡
充
実
施
を
発
表

 

27
日 

▽
経
産
省
、
持
続
化
給
付
金
の
申
請
要
領
等
（
速
報
版
）
を
公
表

 

28
日 

▽ 

国
交
省
・
農
林
水
産
省
・
経
産
省
、「
食
品
流
通
の
合
理
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
（
第
１
次
中
間
取
り
ま
と
め
）」

を
公
表

５
月 

７
日 

▽ 

国
交
省
、
自
動
車
検
査
証
の
有
効
期
間
が
令
和
２
年
６
月
１
日
〜
30
日
の
自
動
車
に
つ
い
て
、
全
国
一
律
に
７
月
１

日
ま
で
有
効
期
間
を
伸
長
す
る
と
発
表

 

11
日 

▽ 

厚
労
省
、
令
和
２
年
度
の
労
働
保
険
料
等
の
申
告
期
限
・
納
付
期
限
（
年
度
更
新
期
間
）
を
８
月
末
ま
で
延
長
す

る
と
発
表

 

15
日 

▽ 

国
交
省
、
全
ト
協
に
対
し
、
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
に
対
す
る
飲
酒
運
転
の
防
止
等
法
令
遵
守
の
徹
底
に
つ
い
て

再
要
請

 

20
日 

▽ 

「
物
流
生
産
性
向
上
の
た
め
の
特
殊
車
両
の
新
た
な
通
行
制
度
の
創
設
」、「
国
に
よ
る
地
方
管
理
道
路
の
災
害
復
旧

等
を
代
行
で
き
る
制
度
の
拡
充
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
参
議
院
で
可

決
・
成
立
（
５
月
27
日
公
布
）

 

27
日 

▽
政
府
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
第
２
次
補
正
予
算
案
（
事
業
規
模
１
１
７
・
１
兆
円
）
を
閣
議
決
定

６
月 

２
日 

▽
「
改
正
道
路
交
通
法
」
が
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
（
６
月
10
日
公
布
）

 

５
日 

▽
「
改
正
自
動
車
運
転
処
罰
法
」
が
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
（
６
月
12
日
公
布
）

 

８
日 

▽ 

国
交
省
、「
新
た
な
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
検
討
会
」（
座
長
・
朝
倉
康
夫
東
京
工
業
大
学
環
境
・
社
会

理
工
学
院
教
授
）
の
中
間
取
り
ま
と
め
を
公
表

 

12
日 

▽ 

厚
労
省
、
第
２
回
「
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
自
動
車
運
転
者
労
働
時
間
等
専
門
委
員
会
」（
委
員
長
・

藤
村
博
之
法
政
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教
授
）
を
開
催

 

18
日 

▽ 

国
交
省
、「
物
流
事
業
者
が
利
用
す
る
休
憩
施
設
の
環
境
整
備
」
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
に

対
応
す
る
た
め
の
当
面
の
道
路
施
策
を
発
表

 
 

▽ 

国
交
省
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
基
本
政
策
部
会
（
部
会
長
・
石
田
東
生
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
特
命

教
授
）、
赤
羽
一
嘉
国
交
大
臣
に
対
し
、
道
路
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
「
２
０
４
０
年
、
道
路
の
景
色
が
変
わ
る
」
を
手
交

 

30
日 

▽
改
正
道
路
交
通
法
施
行

７
月 

６
日 

▽ 

国
交
省
、
令
和
２
年
度
第
１
回
「
事
業
用
自
動
車
に
係
る
総
合
的
安
全
対
策
検
討
委
員
会
」（
委
員
長
・
野
尻
俊
明

流
通
経
済
大
学
学
長
）
を
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
形
式
で
開
催

 
 

▽
国
交
省
、「
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」
を
策
定
・
公
表

 

16
日 

▽ 

第
１
回「
２
０
２
０
年
代
の
総
合
物
流
施
策
大
綱
に
関
す
る
検
討
会
」（
座
長
・
根
本
敏
則
敬
愛
大
学
教
授
）を
開
催
。

業
界
団
体
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
複
数
回
検
討
会
を
開
催
し
、
12
月
22
日
の
第
７
回
有
識
者
検
討
会
で
提
言
を
取

り
ま
と
め

 

21
日 

▽ 

経
産
省
、「
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
物
流
分
野
に
お
け
る
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
）」
に
関
す
る
今
年
度
の
取
り
組

み
等
を
公
表

 

29
日 

▽ 

西
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
）、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
全
国
の

高
速
道
路
で
初
め
て
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
エ
ス
コ
ー
ト
通
行
方
式
に
よ
る
燃
料
輸
送
を
実
施

 

31
日 

▽
第
９
回
「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
普
及
・
啓
発
推
進
協
議
会
」
を
開
催

８
月 

21
日 

▽ 

国
交
省
、
今
年
度
よ
り
「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」（
正
式
名
称
・
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度
認
証
制
度
）
を

創
設
す
る
と
発
表
（
９
月
16
日
受
付
開
始
）

 

27
日 

▽
厚
労
省
、
第
３
回
「
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
自
動
車
運
転
者
労
働
時
間
等
専
門
委
員
会
」
を
開
催

 

28
日 

▽
政
府
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
を
12
月
末
ま
で
延
長
す
る
と
発
表

 
 

▽ 

国
交
省
、
事
業
用
自
動
車
事
故
調
査
委
員
会
が
過
去
5
年
間
の
総
括
と
今
後
の
同
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
方

向
性
を
取
り
ま
と
め
た
調
査
報
告
書
を
公
表

９
月 

16
日 

▽
菅
義
偉
内
閣
発
足
。
国
交
大
臣
に
は
赤
羽
一
嘉
氏
が
留
任

 

18
日 

▽ 

国
交
省
・
厚
労
省
、「
加
工
食
品
物
流
に
お
け
る
生
産
性
向
上
及
び
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
改
善
に
関

す
る
懇
談
会 

飲
料
・
酒
物
流
分
科
会
」
の
初
会
合
を
開
催

 

25
日 

▽ 

国
交
省
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
国
土
幹
線
道
路
部
会
（
部
会
長
・
朝
倉
康
夫
東
京
工
業
大
学
環
境
・

社
会
理
工
学
院
教
授
）、「
持
続
可
能
な
国
土
幹
線
道
路
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
組
」
の
中
間
取
り
ま
と
め

を
公
表

10
月 

５
日 

▽
厚
労
省
、
第
４
回
「
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
自
動
車
運
転
者
労
働
時
間
等
専
門
委
員
会
」
を
開
催

 

30
日 

▽  

国
交
省
、
全
ト
協
等
に
対
し
「
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
に
係
る
令
和
２
年
度
緊
急
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
」

を
通
達

11
月 

５
日 
▽
国
交
省
、
警
察
・
高
速
道
路
会
社
等
と
合
同
で
「
過
積
載
車
両
に
対
す
る
首
都
圏
合
同
取
締
」
を
実
施

 

27
日 
▽
厚
労
省
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
を
令
和
３
年
２
月
末
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
発
表

12
月  

１
日 

▽
車
両
制
限
令
違
反
（
軸
重
）
の
取
締
り
お
よ
び
特
殊
車
両
通
行
許
可
基
準
（
車
幅
）
の
見
直
し
を
実
施

⑬⑭

⑩⑫⑮

⑯

⑱ ⑰
トラック輸送の「標準的な運賃」が定められました
令和２年４月、国土交通大臣によりトラック運送業
の「標準的な運賃」が告示されました。
トラックドライバーの労働条件の改善・ドライバー
不足の解消を図り、安定した輸送力を確保するた
め、法令を遵守して持続的に事業を行う上で参考
となる運賃を国が示したものです。
トラックドライバーは、新型コロナウイルス感染拡
大の状況の中でも、エッセンシャル・ワーカー（※）
として経済を支えています。
荷主の皆様におかれましては、持続可能な物流の
実現に向けて、引き続きご理解・ご協力をお願い
いたします。

～持続可能な物流を実現し、荷主の皆さんの輸送ニーズに適確に対応するために～

（※）英語で「不可欠な」を意味するエッセンシャルと、
　　 ワーカー（労働者）を組み合わせた言葉。

標準的な運賃は、
以下のQRコードから
ご覧いただけます。

トラック　標準的な運賃 検  索

トラック  標準的な運賃で、検索して下さい。

⑪

トラックトラック年
表

令和2年令和2年



令和2年（2020年）12月15日 （6）第2167号（第3種郵便物認可）

　

全
ト
協
で
は
︑
国
交
省
と

と
も
に
︑
荷
主
企
業
向
け
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
︵
写
真
︶
を
作

成
し
た
︒

　

同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の

　

全
ト
協
で
は
︑
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
協
力
を

得
て
取
り
ま
と
め
た
リ
ス
ト

を
も
と
に
︑
全
国
の
荷
主
企

業
４
万
６
０
０
０
社
に
対
し

て
︑﹁
安
定
し
た
輸
送
力
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
お

願
い
﹂
を
12
月
中
旬
よ
り
送

付
す
る
︒

　

同
書
面
は
︑
荷
主
に
対
し

て
︑
荷
主
都
合
に
よ
る
荷
待

ち
時
間
の
削
減
や
ル
ー
ル
を

守
れ
な
い
輸
送
依
頼
を
な
く

す
等
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
法
令
遵
守
へ
の
理
解
を

求
め
る
と
と
も
に
︑
標
準
的

な
運
賃
の
活
用
に
向
け
た
取

り
組
み
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
書
面
と
と
も
に

改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
に
基
づ
く
﹁
荷
主
対
策
の

深
度
化
﹂
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
︑

ま
た
①
で
紹
介
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
併
せ
て
送
付
し
︑

荷
主
企
業
に
対
す
る
標
準
的

な
運
賃
へ
の
理
解
を
促
す
も

の
と
な
っ
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
標
準
的
な

運
賃
の
荷
主
企
業
に
対
す
る

理
解
促
進
を
図
る
た
め
︑
今

年
11
月
に
荷
主
向
け
専
門
紙

16
紙
︵
表
︶
に
対
し
て
︑
標

準
的
な
運
賃
に
係
る
広
告

︵
写
真
︶
を
掲
載
し
た
︒

　

ま
た
︑専
門
紙
各
紙
で
は
︑

荷
主
企
業
に
対
し
て
標
準
的

な
運
賃
へ
の
理
解
・
協
力
を

呼
び
か
け
る
記
事
を
掲
載
し

た
︒

改
正
の
経
緯
に
つ
い
て
紹
介

し
た
上
で
︑
標
準
的
な
運
賃

の
告
示
制
度
の
導
入
の
背
景

に
つ
い
て
紹
介
︒
ま
た
︑﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
﹂︑﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
の
高
齢
化
﹂︑﹁
他
産
業

と
比
べ
長
時
間
労
働
﹂︑﹁
他

産
業
と
比
べ
低
い
賃
金
﹂
な

ど
と
い
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し

い
現
状
に
つ
い
て
︑
グ
ラ
フ

な
ど
を
用
い
て
紹
介
し
て
い

る
︒

　

ま
た
︑
標
準
的
な
運
賃
の

基
本
設
計
の
ほ
か
︑
運
賃
・

料
金
の
適
用
ル
ー
ル
な
ど
に

つ
い
て
も
紹
介
︒
運
送
事
業

者
が
︑
法
令
を
遵
守
し
た
持

続
的
な
運
営
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
︑
原
価
を
回
収
で

き
る
運
賃
（
対
価
）
の
収
受

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
る
︒

　
﹁
標
準
的
な
運
賃
の
告
示

制
度
﹂
は
︑
経
済
活
動
・
国

民
生
活
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
健
全
な
発
達
を
図

る
た
め
に
規
制
の
適
正
化
を

図
る
ほ
か
︑
令
和
６
年
度
か

ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き

上
限
規
制（
年
９
６
０
時
間
）

が
設
定
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま

え
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
よ

り
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
物
流
が
滞
っ
て
し
ま
う

こ
と
の
な
い
よ
う
︑
緊
急
に

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
を

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

等
に
鑑
み
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上

限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
直
前

と
な
る
５
年
度
末
ま
で
の
時

限
措
置
と
さ
れ
て
い
る
︒

　

運
送
事
業
者
は
︑
罰
則
付

き
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る

６
年
度
ま
で
に
︑﹁
荷
主
と

運
送
事
業
者
の
取
引
の
適
正

化
﹂︑﹁
輸
送
の
効
率
化
﹂︑﹁
若

年
層
な
ど
に
と
っ
て
も
入
職

し
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
﹂
な
ど
を
進
め
︑
長
時
間

労
働
の
是
正
を
は
じ
め
と
し

た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環

境
の
改
善
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

　

そ
し
て
︑
そ
れ
ら
の
対
策

を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め

に
は
︑
標
準
的
な
運
賃
の
告

示
制
度
を
参
考
に
し
な
が
ら

運
賃
・
料
金
を
速
や
か
に
見

直
し
︑
対
策
を
実
施
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
原
資
を
確

保
す
る
た
め
︑
標
準
的
な
運

賃
の
活
用
に
向
け
た
取
り
組

み
を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ

る
︒

③
荷
主
向
け
専
門
紙
16
紙
に

標
準
的
な
運
賃
に
係
る
広
告
・
記
事
を
掲
載

　

国
土
交
通
省
は
、
改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
に

よ
り
設
け
ら
れ
た
「
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
制
度
」
に

基
づ
き
、
今
年
４
月
に
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
を
行
い
ま

し
た
。

　

標
準
的
な
運
賃
は
、
運
送
事
業
者
が
法
令
を
遵
守
し

て
持
続
的
に
事
業
を
運
営
す
る
際
の
参
考
と
な
る
運
賃

を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
取
引

の
適
正
化
・
労
働
条
件
の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
に
定

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
特
集
で
は
３
回
に
わ
た
り
、
標
準
的
な
運
賃
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
取
引
の
適
正
化
を
通
じ
て
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
を
改
善
し
、
持
続
可
能
な

物
流
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
標
準
的
な
運
賃
の
活

用
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
標
準
的
な
運
賃
の
さ
ら
な

る
浸
透
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）
で
は
、
運
賃
表
や
届
出
形
式
、
計
算
シ
ー

ト
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
標
準
的
な
運
賃　

普
及
セ
ミ
ナ
ー
」
動
画

（
会
員
専
用
）
や
解
説

書
テ
キ
ス
ト
（
同
）
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
全
国
の
荷
主
企
業
に
送
付

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
全
国
の
荷
主
企
業
に
送
付

日
本
経
済
新
聞
等
へ
の
広
告
も
掲
載

日
本
経
済
新
聞
等
へ
の
広
告
も
掲
載

運
転
者
の
労
働
環
境
改
善
へ
の
原
資
を
確
保
す
る
た
め

運
転
者
の
労
働
環
境
改
善
へ
の
原
資
を
確
保
す
る
た
め

速
や
か
な
運
賃
・
料
金
の
見
直
し
、
届
出
に
向
け
た
検
討
を

速
や
か
な
運
賃
・
料
金
の
見
直
し
、
届
出
に
向
け
た
検
討
を

2
荷
主
企
業
へ
の
周
知
活
動

1
「
標
準
的
な
運
賃
」
は
令
和
５
年
度
末
ま
で
の
時
限
措
置

①
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
制
度
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

②�

全
国
の
荷
主
企
業
４
万
６
０
０
０
社
に
対
し
て
、「
安
定

し
た
輸
送
力
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
お
願
い
」
を

送
付

運賃表や届出様式などはこ
ちらのQRコードからご覧い
ただけます。

第
３
回
（
最
終
回
）「
標
準
的
な
運
賃
」
の
さ
ら
な
る
浸
透
へ

トラック運送業に係る「標準的な運賃」の届出に向けてトラック運送業に係る「標準的な運賃」の届出に向けて特
集

日刊建設工業新聞
日本農業新聞
日刊紙業通信

鉄鋼新聞
化学工業日報
醸界タイムス

セメント新聞
日刊自動車新聞

繊研新聞

日本食糧新聞
ゴムタイムス
みなと新聞

サッシタイムス
日刊木材新聞
ガラス新聞

日本物流新聞

表  「標準的な運賃」に係る荷主業界向け専門紙広告掲載紙一覧（16 紙）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
国
土
交
通

省
な
ど
と
連
携
し
︑
持
続
可
能
な
物
流
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
︑
荷
主
企
業
等
に
対

し
て
︑
標
準
的
な
運
賃
の
理
解
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
︒

トラック輸送の「標準的な運賃」が定められました
令和２年４月、国土交通大臣によりトラック運送業
の「標準的な運賃」が告示されました。
トラックドライバーの労働条件の改善・ドライバー
不足の解消を図り、安定した輸送力を確保するた
め、法令を遵守して持続的に事業を行う上で参考
となる運賃を国が示したものです。
トラックドライバーは、新型コロナウイルス感染拡
大の状況の中でも、エッセンシャル・ワーカー（※）
として経済を支えています。
荷主の皆様におかれましては、持続可能な物流の
実現に向けて、引き続きご理解・ご協力をお願い
いたします。

～持続可能な物流を実現し、荷主の皆さんの輸送ニーズに適確に対応するために～

（※）英語で「不可欠な」を意味するエッセンシャルと、
　　 ワーカー（労働者）を組み合わせた言葉。

標準的な運賃は、
以下のQRコードから
ご覧いただけます。

トラック　標準的な運賃 検  索

トラック  標準的な運賃で、検索して下さい。

「標準的な運賃」に係る荷主業界向け専門紙への広告
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国26か所のトラックステーション（TS）は全国26か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国26か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39
❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会 41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39
❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45
❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30
❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46
❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41
❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97
� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52
� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56
� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116
� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74
� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82
� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45
� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80
� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60
� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53
� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37
� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30
� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70
� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48
� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45
� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 49

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
国内拠点：札幌/苫小牧/仙台/北関東/長野/静岡/名古屋/大阪/神戸/九州  研究所：掛川工場  海外拠点：PGF深圳

68

Peacock Element Manufacturing Co.,ltd.

ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第77回］

エア除夜の鐘……「鐘撞きひもは感染予防のため使いませんので、ご自分で
鐘の音を発声してください」

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜危険な場所での運転編〜
 【解 答】２面に問題
❶ ×（教則第6章第1節踏切1–（4））前の車
に続いて通過するときでも、一時停止をし、
安全を確かめなければならない。また、踏
切の向こう側が混雑しているため、そのまま
進むと踏切内で動きがとれなくなるおそれ
があるときは、入ってはいけない。
❷ ○（教則第6章第1節踏切1–（5））踏切内
では、エンストを防止するため、変速しない
で、発進したときの低速ギアのまま一気に通
過する。また、歩行者や対向車に注意しな
がら、落輪しないようにやや中央寄りを通行
する。
❸ ×（教則第6章第2節坂道・カーブ1–(4））
下り坂では、低速のギアを用い（オートマ
チック車ではチェンジレバーを2かL（又は1）

に入れ）、エンジンブレーキを活用する。長
い下り坂で、フットブレーキをひんぱんに使
い過ぎると、急にブレーキが効かなくなるこ
とがあり危険である。
❹ ○（教則第6章第2節坂道・カーブ1–（9））
山道では、路肩が崩れやすくなっていること
がある。このような場合の行き違いでは、路
肩に寄り過ぎないよう注意する。
❺ ×（教則第6章第2節坂道・カーブ2 –(4））
道路の曲がり角やカーブを通行するときに
は、車の内輪差のため、内側にいる歩行者
や自転車などを巻き込んだり、後車輪が路
肩からはみ出したりするおそれがあるので
注意する。

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

　
　
　
　

︻
解
説
︼
ご
質
問
に
あ
る
よ
う
に
︑

労
働
基
準
法
で
は
第
19
条
第
１
項
に

お
い
て
︑﹁
使
用
者
は
︑
労
働
者
が

業
務
上
負
傷
し
︑
又
は
疾
病
に
か
か

り
療
養
の
た
め
に
休
業
す
る
期
間
及

び
そ
の
後
30
日
間
並
び
に
産
前
産
後

の
女
性
が
第
65
条
の
規
定
に
よ
っ
て

休
業
す
る
期
間
及
び
そ
の
後
30
日

　

先
日
、
有
期
労
働
契
約
の
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
労
働
契
約
終

了
直
前
に
、
業
務
災
害
に
よ
り
入

院
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
治
１

か
月
で
、
入
院
も
約
１
週
間
は
必

要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
入

院
中
に
退
職
日
が
き
て
し
ま
い
ま

す
。
労
働
基
準
法
第
19
条
で
は
、

業
務
上
災
害
で
休
業
中
の
労
働
者

の
解
雇
を
禁
じ
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
こ
の
ま
ま
労
働
契
約
終
了
日

を
も
っ
て
退
職
と
い
う
扱
い
に
し
て

も
よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

 第216回 

業務上災害で入院中
の有期契約労働者の

退職
間
は
︑
解
雇
し
て
は
な
ら
な
い
﹂

と
定
め
︑
解
雇
さ
れ
る
と
そ
の
後
の

求
職
活
動
等
が
著
し
く
困
難
と
な

る
労
働
者
に
対
す
る
保
護
規
定
を

設
け
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
を
含
め
︑
労
働
者
が
業
務
上
の

傷
病
に
よ
り
︑
療
養
の
た
め
休
業

し
て
い
る
期
間
及
び
そ
の
後
30
日

間
は
解
雇
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
条

文
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
︑
こ
こ
で

禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
あ
く
ま
で

も
﹁
解
雇
﹂
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
︒
つ
ま
り
︑
解
雇
は
︑

労
働
契
約
を
将
来
に
向
か
っ
て
解

約
す
る
使
用
者
側
の
一
方
的
な
意

思
表
示
で
す
か
ら
︑
そ
れ
以
外
の

労
働
者
側
か
ら
す
る
任
意
退
職
や
︑

ご
質
問
に
あ
る
労
働
契
約
に
期
間

の
定
め
が
あ
る
場
合
の
期
間
満
了

に
よ
る
労
働
契
約
の
終
了
ま
で
を

禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
︒

　

厚
生
労
働
省
の
行
政
解
釈
で
も
︑

﹁
一
定
の
期
間
又
は
一
定
の
事
業
の

完
了
に
必
要
な
期
間
ま
で
を
契
約

期
間
と
す
る
労
働
契
約
を
締
結
し

て
い
た
労
働
者
の
労
働
契
約
は
︑

他
に
契
約
期
間
満
了
後
引
き
続
き

雇
用
関
係
が
更
新
さ
れ
た
と
認
め

ら
れ
る
事
実
が
な
い
限
り
そ
の
期

間
満
了
と
と
も
に
終
了
す
る
﹂
と

し
た
上
で
︑﹁
業
務
上
負
傷
し
又
は

疾
病
に
か
か
り
療
養
の
た
め
休
業

す
る
期
間
中
の
者
の
労
働
契
約
も

そ
の
期
間
満
了
と
と
も
に
労
働
契

約
は
終
了
す
る
も
の
で
あ
っ
て
︑
法

第
19
条
第
１
項
の
適
用
は
な
い
﹂

（
昭
和
23
年
１
月
基
発
第
56
号
︑

昭
和
63
年
３
月
基
発
第
１
５
０
号

等
）
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

し
た
が
っ
て
︑
業
務
上
の
傷
病
に
よ

る
入
院
の
途
中
で
あ
っ
て
も
︑
期
間

満
了
で
そ
の
ま
ま
退
職
さ
せ
て
も

何
ら
問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
︒

　

た
だ
し
︑
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の

は
︑
そ
れ
ま
で
期
間
の
定
め
の
あ
る

労
働
契
約
が
何
度
も
更
新
さ
れ
て

い
た
場
合
で
す
︒
当
然
︑
労
働
者

の
方
で
は
契
約
期
間
満
了
後
も
引

き
続
き
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
︑
特
に

更
新
が
半
ば
自
動
的
に
行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
事
実
が
あ
れ
ば
︑
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
い
う
状
態
も

生
じ
ま
す
︒
行
政
解
釈
で
も
︑
例

え
ば﹁
短
期
契
約
の
継
続
的
な
更
新
﹂

に
つ
い
て
︑﹁
短
期
の
契
約
を
数
回

に
亘
っ
て
更
新
し
︑
か
つ
同
一
作
業

に
引
き
続
き
従
事
さ
せ
る
場
合
は
︑

実
質
に
お
い
て
期
間
の
定
め
の
な
い

契
約
と
同
一
に
扱
う
も
の
で
あ
る
﹂

（
昭
和
24
年
９
月
基
収
第
２
７
５
１

号
）
と
さ
れ
て
お
り
︑
こ
の
場
合
に

は
即
退
職
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
の
で
︑
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
︒

Ａ�

期
間
満
了
で
あ
れ
ば
労
基

法
19
条
の
制
限
の
適
用
外 

189「
知
ら
れ
ざ
る
鯖
街
道
⑥
」滋
賀
県
木
之
本
の
鯖
ず
し

　

琵
琶
湖
の
東
北
部
・
北
近

江
は
︑
戦
国
時
代
に
武
将
た

ち
が
激
戦
を
繰
り
返
し
た
と

こ
ろ
︒
姉あ

ね
が
わ川
︑
賤し

ず
が
た
け

ヶ
岳
な
ど

戦
を
連
想
さ
せ
る
地
名
ば
か

り
︒
と
は
い
え
現
代
は
︑
国

宝
十
一
面
観
音
像
を
は
じ
め

と
す
る
秘
仏
が
点
在
す
る
エ

リ
ア
に
な
り
︑
ひ
そ
や
か
な

旅
を
楽
し
め
る
︒
隠
れ
美
味

が
あ
る
の
も
う
れ
し
い
︒

　

こ
の
辺
り
は
北
国
街
道

（
国
道
３
６
５
号
）
で
越
前

に
直
結
し
て
い
た
し
︑
こ
れ

と
は
別
に
敦
賀
か
ら
は
山
越

え
し
て
湖
北
へ
至
る
ル
ー
ト

も
あ
っ
た
︒
さ
ら
に
︑
東
は

す
ぐ
美
濃
︒
信
長
︑
光
秀
︑

秀
吉
ら
が
当
地
で
戦
を
し
た

一
因
だ
ろ
う
︒

　

こ
ん
な
立
地
ゆ
え
日
本
海

の
幸
が
届
き
︑
美
濃
の
山
の

亭
に
発
展
し
た
が
今
も
看
板

は
鯖
の
棒
ず
し
︒
こ
れ
だ
け

で
も
頼
め
︑購
入
も
で
き
る
︒

　

国
産
の
脂
が
の
っ
て
肉
厚

な
鯖
を
良
い
塩
梅
に
酢
締
め

し
︑
近
江
米
の
す
し
飯
を
の

せ
︑
白
板
昆
布
を
重
ね
て
ぎ

ゅ
っ
と
巻
い
て
あ
る
︒
す
し
飯

に
あ
し
ら
っ
た
実
山
椒
が
爽

や
か
な
ア
ク
セ
ン
ト
で
︑
次

々
手
が
伸
び
る
お
い
し
さ
︒

白
板
昆
布
を
重
ね
て
形
を
棒

状
に
整
え
た
も
の
︒
木
型
使

用
と
違
い
︑
断
面
が
丸
み
を

帯
び
︑
や
さ
し
い
食
感
だ
︒

　

北
国
街
道
の
風
情
が
残
る

木
之
本
町
は
酒
蔵
が
２
軒
が

ん
ば
っ
て
い
て
︑
桑
酒
や
賤

ヶ
岳
の
戦
ゆ
か
り
の﹁
七な

な
ほ
ん本

槍や
り

﹂が
あ
る
︒
車
で
な
け
れ

ば
地
酒
で
鯖
ず
し
と
い
き
た

い
︒ 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

幸
や
近
江
な
ら
で
は
の
湖
魚

も
あ
る
か
ら
食
材
豊
富
︒
街

道
筋
だ
け
に
諸
国
の
食
が
行

き
交
い
︑味
覚
が
磨
か
れ
た
︒

　

象
徴
が
長
浜
市
木
之
本
町

の
﹁
す
し
慶
﹂︒
大
阪
で
修

業
し
た
初
代
が
大
正
元
年
に

創
業
し
︑﹁
す
し
屋
の
慶
三

さ
ん
﹂
と
呼
ば
れ
て
鯖
の
棒

ず
し
を
リ
ヤ
カ
ー
で
売
り
歩

い
た
の
が
屋
号
の
由
来
︒
料

近
年
は
焼
き
鯖
ず
し
︑
金
目

鯛
ず
し
も
つ
く
る
︒

　

ち
な
み
に
︑
鯖
の
棒
ず
し

を
看
板
に
し
た
の
は
木
之
本

の
人
々
が
鯖
を
大
層
好
ん
だ

た
め
︒
そ
の
下
地
は
鯖
が
運

ば
れ
た
歴
史
か
ら
で
︑
つ
ま

り
こ
こ
木
之
本
に
も
鯖
街
道

が
通
っ
て
い
た
の
だ
︒

　

鯖
の
棒
ず
し
と
は
竹
の
巻

き
す
に
す
し
飯
︑
締
め
鯖
︑

含
ま
れ
て
い
る
﹁
荷
主
対
策

の
深
度
化
﹂
に
関
す
る
荷
主

へ
の
周
知
拡
大
や
︑
国
交
省

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て

い
る
﹁﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄

推
進
運
動
﹂
の
荷
主
へ
の
参

加
呼
び
か
け
な
ど
︑
荷
主
企

業
を
対
象
に
し
た
様
々
な
働

き
か
け
を
展
開
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
で
は
︑
標

準
的
な
運
賃
の
告
示
制
度
に

係
る
こ
れ
ら
の
周
知
促
進
策

以
外
に
も
︑
改
正
事
業
法
に

　

全
ト
協
で
は
︑
③
と
あ
わ

せ
︑
12
月
15
日
付
の
日
本
経

済
新
聞
に
広
告
（
全
７
段
︑

写
真
）
を
掲
載
︒
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
も
︑
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
奮
闘
す
る

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
環
境
改
善
の
た
め
︑
標
準

的
な
運
賃
へ
の
理
解
を
求
め

た
︒

　

先
述
の
通
り
︑
標
準
的
な

運
賃
の
告
示
制
度
は
令
和
５

年
度
末
ま
で
の
時
限
措
置
と

な
っ
て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑

運
送
事
業
者
で
は
︑
標
準

的
な
運
賃
の
活
用
に
向
け
た

取
り
組
み
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
︑
事
業
の
健
全

な
継
続
に
繋
が
る
適
正
な
運

賃
・
料
金
を
収
受
で
き
る
よ

う
︑
荷
主
企
業
と
の
交
渉
を

着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
︒

　

荷
主
に
よ
っ
て
︑
標
準
的

な
運
賃
に
対
す
る
考
え
方
に

は
温
度
差
が
あ
る
た
め
︑
荷

主
の
対
応
に
も
差
が
出
て
く

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
︒
ま

た
︑
荷
主
側
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い

る
た
め
︑
運
賃
交
渉
も
な
か

な
か
進
ま
な
い
事
態
が
想
定

さ
れ
る
︒

　

運
送
事
業
者
は
︑﹁
標
準

的
な
運
賃
は
荷
主
へ
の
交
渉

材
料
﹂
と
捉
え
︑
逆
風
下

に
お
い
て
も
︑
標
準
的
な
運

賃
の
活
用
に
向
け
て
の
取
り

組
み
を
粘
り
強
く
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
︒

標
準
的
な
運
賃
の

標
準
的
な
運
賃
の届出

・
活
用
に
向
け
て

届
出
・
活
用
に
向
け
て

3
最
後
に

④
日
本
経
済
新
聞
へ
の
広
告
掲
載
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▼
１
９
６

１
（
昭
和

36
）
年
に
︑

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総

合
テ
レ
ビ

で
﹃
夢
で
あ
い
ま
し
ょ
う
﹄
と
い
う
番

組
が
始
ま
り
ま
し
た
︒
土
曜
日
22
時
か

ら
の
放
送
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
視
聴
率

を
得
ま
し
た
︒
司
会
は
︑中
島
弘
子
（
途

中
か
ら
黒
柳
徹
子
が
担
当
）
で
︑
若
き

日
の
坂
本
九
や
渥
美
清
な
ど
が
出
演

し
︑
歌
や
踊
り
と
コ
ン
ト
を
織
り
混
ぜ

た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
の
走
り
で
し

た
︒
米
国
の
ビ
ル
ボ
ー
ド
チ
ャ
ー
ト
３

週
連
続
１
位
に
輝
い
た
﹃
上
を
向
い
て

歩
こ
う
﹄
も
︑
こ
の
番
組
の
た
め
に
作

詞
・
永
六
輔
と
作
曲
・
中
村
八
大
の
﹁
六
・

八
コ
ン
ビ
﹂
の
手
に
よ
り
作
ら
れ
た
も

の
で
し
た
︒
▼
テ
レ
ビ
草
創
記
の
番
組

を
幾
つ
か
見
て
み
る
と
︑
視
聴
者
が
自

然
体
で
番
組
に
溶
け
込
め
る
︑
確
か
な

要
素
が
あ
り
ま
し
た
︒
華
美
で
な
く
︑

媚
び
る
こ
と
な
く
︑
制
作
者
が
楽
し
ん

で
番
組
作
り
を
し
て
い
る
雰
囲
気
が
︑

犇
々
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
︒
振
り
返

る
と
︑
現
代
と
比
べ
伸
び
伸
び
と
し
た

自
由
闊
達
な
時
代
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

ね
︒
▼
中
学
・
高
校
時
代
を
共
に
過
ご

し
た
友
人
の
阿
久
津
君
は
︑
そ
ん
な
テ

レ
ビ
制
作
に
関
わ
り
た
く
て
︑
専
門
学

校
を
経
て
舞
台
の
小
道
具
を
一
手
に
仕

切
る
会
社
に
入
り
︑﹃
８
時
だ
ョ
！
全
員

集
合
﹄
な
ど
多
く
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番

組
の
裏
方
を
務
め
ま
し
た
︒会
う
た
び
︑

飲
む
た
び
に
彼
は
︑﹁
台
本
に
書
か
れ
た

文
字
の
世
界
観
を
具
体
的
に
映
像
に
表

し
て
伝
え
て
い
く
作
業
は
大
変
だ
け

ど
︑達
成
し
た
時
の
満
足
感
は
格
別
だ
﹂

と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
︒
昨
年
の
春

に
︑
久
し
ぶ
り
に
有
楽
町
で
待
ち
合
わ

せ
し
た
彼
は
︑
相
変
わ
ら
ず
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
で
し
た
︒
様
々
な
舞
台
や
イ
ベ

ン
ト
の
演
出
の
一
部
分
を
担
う
喜
び
に

溢
れ
て
︑
目
が
輝
い
て
い
ま
し
た
︒
▼

そ
の
彼
も
病
魔
に
倒
れ
︑
二
度
と
現
場

に
復
帰
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
︒
彼
と
は
不
思
議
な
縁
が
あ
り
︑
中

学
・
高
校
で
一
度
も
同
じ
ク
ラ
ス
に
な

っ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
︑
ア
ル
バ
イ
ト
や
各
駅
停
車
旅
を
共

に
し
て
友
情
を
育
み
ま
し
た
︒
中
で
も

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
の
﹁
ち
り
紙
交
換
﹂
の

ア
ル
バ
イ
ト
は
︑
彼
が
車
の
運
転
を
︑

私
が
マ
イ
ク
を
担
当
し
︑﹁
ご
町
内
の
皆

様
︑
こ
ち
ら
は
毎
度
お
馴
染
み
の
ち
り

紙
交
換
で
す
︒
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ

た
古
新
聞
︑
古
雑
誌
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
﹂と
住
宅
街
を
ノ
ロ
ノ
ロ
と
走
行
し
︑

声
が
掛
か
っ
た
家
の
前
に
車
を
停
め
て

は
差
し
出
さ
れ
た
古
新
聞
を
計
り
に
か

け
︑
そ
の
重
さ
に
よ
っ
て
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
と
交
換
し
ま
し
た
︒
１
回
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
で
複
数
の
家
か
ら
﹁
こ
っ

ち
こ
っ
ち
﹂
と
声
が
か
か
る
マ
ン
シ
ョ

ン
は
効
率
的
で
し
た
が
︑
当
時
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
少
な
く
︑
特
に
高

層
階
か
ら
手
を
降
ら
れ
る
と
対
応
に
苦

慮
し
ま
し
た
︒
▼
彼
は
今
︑
東
京
・
隅

田
川
近
く
の
お
寺
で
静
か
に
眠
っ
て
い

ま
す
︒
お
寺
近
く
の
土
手
堤
に
は
︑
春

に
な
る
と
一
斉
に
桜
が
開
花
し
て
︑
道

行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
︒
彼
が
こ
の
地
に
埋
葬
さ
れ
る
の
を

望
ん
だ
の
は
︑桜
を
小
道
具
に
見
立
て
︑

隅
田
川
を
舞
台
に
例
え
た
お
芝
居
の
演

出
を
試
み
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒﹁
し

て
や
っ
た
り
﹂
と
緞
帳
の
横
で
に
こ
や

か
に
微
笑
み
︑
人
差
し
指
を
鼻
の
下
に

置
く
癖
と
共
に
︑
彼
の
柔
和
な
顔
が
思

い
浮
か
び
ま
す
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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山田国交省自動車局審議官（右から2人目）
らが、運転者が休憩の際に使用するスタッフ
ルームの査察を実施

車両の日常点検整備、定期点検整備等の実
施状況についても査察を行った

安全総点検実施期間は1月10日まで安全総点検実施期間は1月10日まで
重点的点検事項実施の徹底を！重点的点検事項実施の徹底を！

事業用自動車の年末年始安全総点検における点検実施状況の査察を実施

　国土交通省は 12 月11日、関東運輸局と合同で、事業用自動車の年末
年始安全総点検における点検実施状況の査察を行った。
　国交省では、12 月10 日㈭～令和 3 年 1月10 日㈰を安全総点検実施
期間と定めている。また国交省自動車局では、①健康管理体制の状況、
②運転者に過労運転を行わせないための安全対策の実施状況、③運転者
に飲酒運転や薬物運転等を行わせないための安全対策の実施状況、④車
両の日常点検整備、定期点検等の実施状況（特に大型自動車の車輪脱落
事故防止対策およびスペアタイヤ等の定期点検実施状況）――などを、同
期間に重点的に取り組む点検事項と定め、運送事業者に対して実施の徹底
を呼びかけている。
　今年度のトラック運送事業者を対象とした査察は、日本通運㈱首都圏支
店移転引越第二営業部田端作業課（東京都北区）で実施。山田知裕国交
省自動車局審議官らが、内田優日本通運移転引越第二営業部長から安全
対策などを聴取。その後、運転者が休憩の際に使用するスタッフルームや
点呼場での点呼の様子、また車両の日常点検整備の様子などを査察した。

国交省

　

近
年
は
︑
12
月
~
１
月
に

予
想
を
超
え
る
大
雪
と
な
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
︑
適

切
な
雪
道
対
策
が
求
め
ら
れ

ま
す
︒

　

も
し
︑
交
通
事
故
や
ス
リ

ッ
プ
︑
大
雪
等
で
ト
ラ
ッ
ク

が
立
ち
往
生
し
て
し
ま
う

と
︑
周
辺
道
路
の
大
渋
滞
を

招
き
︑
迂
回
路
の
な
い
地
域

　

近
年
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
飲
酒
運
転
事
故
件
数

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
︒

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
に
よ
る
飲
酒
運
転
は
反
社

会
的
行
為
で
あ
り
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
社
会
的
信
頼

性
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
る
ば

か
り
で
な
く
︑
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
て
き
た
︑
荷
主
や
社

会
全
体
か
ら
の
信
頼
関
係
を

も
根
底
か
ら
失
墜
さ
せ
か
ね

な
い
悪
質
極
ま
り
な
い
行
為

で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し

て
︑飲
酒
運
転
防
止
対
策
図

１
に
取
り
組
む
こ
と
は
責
務

で
あ
り
︑
最
重
要
課
題
と
な

り
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
か
ら
﹁
飲
酒
運
転
﹂
を
根

絶
し
ま
し
ょ
う
︒

で
は
大
混
乱
を
来
し
ま
す
︒

　

降
雪
地
域
を
運
行
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
は
︑
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
な
ど
の
携
行
品
を
必
ず
携

行
す
る
な
ど
︑
雪
道
対
策

図
３
を
万
全
に
整
え
て
か
ら

出
発
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

な
お
︑
今
年
２
月
に
発
出

さ
れ
た
国
交
省
通
達
﹁
台
風

等
に
よ
る
異
常
気
象
時
下
に

お
け
る
輸
送
の
在
り
方
に
つ

い
て
﹂
で
は
︑﹁
大
雪
注
意

報
が
発
令

さ
れ
て
い

る
時
は
必

要
な
措
置

を
講
じ
る

べ
き
﹂
と

定
め
て
い

ま
す
︒
大

雪
注
意
報

が
発
令
さ

れ
る
と
予

測
さ
れ
る

場
合
に

は
︑
着
荷

主
・
発
荷

主
等
と
も

連
携
を
図

り
つ
つ
︑

ド
ラ
イ
バ

ー
の
命
と

大
切
な
荷

物
を
守
る

た
め
の
行

動
の
実
践

に
取
り
組

み
ま
し
ょ

う
︒

図３　雪道対策

※国土交通省道路局「チェーン規制Q＆A」から作成

図２　車輪脱落を防ぐ４つのポイント

図１　飲酒運転防止対策
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